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町内児童クラブ

新型コロナウイル
ス対策！

新型コロナウイル
ス対策！

例年４月に開催しています「議会と語ろう会」は、県内での新型コロナウイ
ルス感染者が日々発生している状況に鑑み、今回は延期させて頂きます。お知らせ

松岡小学校区
幼児園・幼稚園施設再編案
そこが聞きたい! 議員13人が一般質問

松岡小学校区
幼児園・幼稚園施設再編案
そこが聞きたい! 議員13人が一般質問

※これらの写真は３月16日に撮影されたものです。現在、町内児童クラブでは、新型コロナウイルス感染防止に適切な対応をしています。
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■決定確認事項
　　１．松岡幼稚園・松岡東幼児園・松岡西幼児園・なかよし幼児園の４園を３園に再編。
　　２．３園のうち１園を松岡木ノ下地係の町有地に新設する。

■検討事項
　　１．松岡幼稚園と松岡西幼児園を統合し、民営化による施設建設、運営を目指す。
　　　　施設の建設地は松岡木ノ下地係の町有地とし、開園は令和５年４月１日を目指す。
　　２．なかよし幼児園は現状維持で今後も運営する。
　　３．松岡東幼児園は現状維持で今後も運営するが、令和７年度以降は入園児数の推移により他園
　　　　と統合を検討する。松岡地区は０歳児保育のニーズが多いため、松岡東幼児園の未満児保育
　　　　室を改修し、０歳児保育を受入可能とする。
　　４．松岡幼稚園は令和５年３月31日をもって閉園とし、園舎はその後解体。
　　５．松岡西幼児園は令和５年度は現状維持で運営し、在園児の新設園へ移動等の配慮を行い令和
　　　　６年３月31日をもって閉園とする。園舎はその後解体。

■議会審議における指摘事項
　　１．新設園の定員が150人は規模が大きすぎるため、保育の質や安全確保の面で危険。
　　　　規模は100人から120人とすべきでは。
　　２．松岡小学校区内で３園に再編としているが、令和７年度以降は２園になる可能性があり、
　　　　３園維持が確約できないのでは。
　　３．幼児園・幼稚園を再編するにあたり、最初から異年齢混合保育ありきの再編はおかしいのでは。
　　４．幼児園・幼稚園の民営化については、十分な協議が必要では。
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松 岡 幼 稚 園
S51竣工　44年経過

松 岡 西 幼 児 園
S55竣工　40年経過

松 岡 東 幼 児 園
S53竣工　42年経過

な か よ し 幼 児 園
H５竣工　27年経過

入園児の推移により他園と統合（令和７年度以降）入園児の推移により他園と統合（令和７年度以降）０歳児保育０歳児保育

新設（令和５年４月１日開園）新設（令和５年４月１日開園）

閉園閉園

現状維持現状維持

閉園閉園

※園の定員：新設園150人規模　なかよし幼児園120人　松岡東幼児園60人（Ｒ２.4.10現在）

注）今後の協議内容や新型コロナウイルス感染の影響により、再編内容やスケジュールは変更と
　　なることがあります。

・保護者送迎用駐車場の確保にむけて協議中。
・入園児数によっては３歳児以上で異年齢混合保育になることもある。
・施設長寿命化計画での今後20年で概算3,521万円。

町の課題
松岡東幼児園
について

※令和２年３月27日・４月10日　全員協議会へ提出された計画案より
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令和２年 第１回定例会報告令和２年 第１回定例会報告 議長　江  守　 勲
　令和２年第１回永平寺町議会定例会は、２月25日（火）から３月13日（金）まで18日間開催されました。
審議された内容は、次のとおりです。
なお、人権擁護委員候補者には、永平寺町京善　山口　利明氏の推薦を適任とし、永平寺町教育委員会委員
には、永平寺町松岡神明　根来　航平氏の任命に同意しました。

令和元年度一般会計補正予算専決処分審議報告　　承認令和元年度一般会計補正予算専決処分審議報告　　承認

■議案への賛否一覧　議席順に掲載（賛 賛成　反 反対　－欠席　□退席）※議長（江守勲）は採決に加わりません

  松川 上田 中村 金元 滝波 齋藤 奥野 伊藤 長岡 川崎 酒井和 酒井秀 朝井
 議案第６号 賛 反 賛 反 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛
 議案第７号 賛 反 賛 反 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛
 議案第９号 賛 反 賛 反 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛
 議案第17号 賛 反 賛 反 反 賛 賛 賛 反 賛 賛 賛 賛

議案第13号
令和２年度土地開発事業特別会計予算について 可決
議案第14号
令和２年度上水道事業会計予算について 可決
議案第15号
防犯隊設置条例を廃止する条例の制定について 可決
議案第16号
長期継続契約を締結することができる契約を定める条例の全部改正について 可決
議案第17号
税条例等の一部を改正する条例の制定について 可決
議案第18号
印鑑の登録および証明に関する条例の一部を改正する条例の制定について 可決
議案第19号　
介護保険条例の一部を改正する条例の制定について 可決
議案第20号　特定教育・保育施設および特定地域型保育事業の
運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について 可決
議案第21号
給水条例の一部を改正する条例の制定について 可決
議案第22号
指定管理者の指定について 可決
議案第23号
上志比支所新築工事の請負契約締結について 可決
議案第24号
教育委員会委員の任命同意について 同意
議案第25号
上志比特産加工直売施設条例を廃止する条例の制定について 可決
議案第26号
情報板施設条例を廃止する条例の制定について 可決

承認第１号
令和元年度一般会計補正予算の専決処分について 承認
諮問第１号
人権擁護委員候補者の推薦について 適任
議案第１号
令和元年度一般会計補正予算について 可決
議案第２号
令和元年度国民健康保険事業特別会計補正予算について 可決
議案第３号
令和元年度後期高齢者医療特別会計補正予算について 可決
議案第４号
令和元年度介護保険特別会計補正予算について 可決
議案第５号
令和元年度町立在宅訪問診療所特別会計補正予算について 可決
議案第６号
令和２年度一般会計予算について 可決
議案第７号
令和２年度国民健康保険事業特別会計予算について 可決
議案第８号
令和２年度後期高齢者医療特別会計予算について 可決
議案第９号
令和２年度介護保険特別会計予算について 可決
議案第10号
令和２年度町立在宅訪問診療所特別会計予算について 可決
議案第11号
令和２年度下水道事業特別会計予算について 可決
議案第12号
令和２年度農業集落排水事業特別会計予算について 可決

第１回定例会議案

※反対または退席があった議案だけ載せています。したがって、その他議案等24件については全員賛成です。

令和２年 第１回定例会報告令和２年 第１回定例会報告 議長　江  守　 勲
　令和２年第１回永平寺町議会定例会は、２月25日（火）から３月13日（金）まで18日間開催されました。
審議された内容は、次のとおりです。
なお、人権擁護委員候補者には、永平寺町京善　山口　利明氏の推薦を適任とし、永平寺町教育委員会委員
には、永平寺町松岡神明　根来　航平氏の任命に同意しました。

■議案への賛否一覧　議席順に掲載（賛 賛成　反 反対　－欠席　□退席）※議長（江守勲）は採決に加わりません

  松川 上田 中村 金元 滝波 齋藤 奥野 伊藤 長岡 川崎 酒井和 酒井秀 朝井
 議案第６号 賛 反 賛 反 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛
 議案第７号 賛 反 賛 反 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛
 議案第９号 賛 反 賛 反 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛
 議案第17号 賛 反 賛 反 反 賛 賛 賛 反 賛 賛 賛 賛

議案第13号
令和２年度土地開発事業特別会計予算について 可決
議案第14号
令和２年度上水道事業会計予算について 可決
議案第15号
防犯隊設置条例を廃止する条例の制定について 可決
議案第16号
長期継続契約を締結することができる契約を定める条例の全部改正について 可決
議案第17号
税条例等の一部を改正する条例の制定について 可決
議案第18号
印鑑の登録および証明に関する条例の一部を改正する条例の制定について 可決
議案第19号　
介護保険条例の一部を改正する条例の制定について 可決
議案第20号　特定教育・保育施設および特定地域型保育事業の
運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について 可決
議案第21号
給水条例の一部を改正する条例の制定について 可決
議案第22号
指定管理者の指定について 可決
議案第23号
上志比支所新築工事の請負契約締結について 可決
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議案第25号
上志比特産加工直売施設条例を廃止する条例の制定について 可決
議案第26号
情報板施設条例を廃止する条例の制定について 可決

承認第１号
令和元年度一般会計補正予算の専決処分について 承認
諮問第１号
人権擁護委員候補者の推薦について 適任
議案第１号
令和元年度一般会計補正予算について 可決
議案第２号
令和元年度国民健康保険事業特別会計補正予算について 可決
議案第３号
令和元年度後期高齢者医療特別会計補正予算について 可決
議案第４号
令和元年度介護保険特別会計補正予算について 可決
議案第５号
令和元年度町立在宅訪問診療所特別会計補正予算について 可決
議案第６号
令和２年度一般会計予算について 可決
議案第７号
令和２年度国民健康保険事業特別会計予算について 可決
議案第８号
令和２年度後期高齢者医療特別会計予算について 可決
議案第９号
令和２年度介護保険特別会計予算について 可決
議案第10号
令和２年度町立在宅訪問診療所特別会計予算について 可決
議案第11号
令和２年度下水道事業特別会計予算について 可決
議案第12号
令和２年度農業集落排水事業特別会計予算について 可決
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※反対または退席があった議案だけ載せています。したがって、その他議案等24件については全員賛成です。
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令和２年 第１回定例会報告令和２年 第１回定例会報告 議長　江  守　 勲
　令和２年第１回永平寺町議会定例会は、２月25日（火）から３月13日（金）まで18日間開催されました。
審議された内容は、次のとおりです。
なお、人権擁護委員候補者には、永平寺町京善　山口　利明氏の推薦を適任とし、永平寺町教育委員会委員
には、永平寺町松岡神明　根来　航平氏の任命に同意しました。

令和元年度一般会計補正予算専決処分審議報告　　承認令和元年度一般会計補正予算専決処分審議報告　　承認

■議案への賛否一覧　議席順に掲載（賛 賛成　反 反対　－欠席　□退席）※議長（江守勲）は採決に加わりません

  松川 上田 中村 金元 滝波 齋藤 奥野 伊藤 長岡 川崎 酒井和 酒井秀 朝井
 議案第６号 賛 反 賛 反 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛
 議案第７号 賛 反 賛 反 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛
 議案第９号 賛 反 賛 反 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛
 議案第17号 賛 反 賛 反 反 賛 賛 賛 反 賛 賛 賛 賛

議案第13号
令和２年度土地開発事業特別会計予算について 可決
議案第14号
令和２年度上水道事業会計予算について 可決
議案第15号
防犯隊設置条例を廃止する条例の制定について 可決
議案第16号
長期継続契約を締結することができる契約を定める条例の全部改正について 可決
議案第17号
税条例等の一部を改正する条例の制定について 可決
議案第18号
印鑑の登録および証明に関する条例の一部を改正する条例の制定について 可決
議案第19号　
介護保険条例の一部を改正する条例の制定について 可決
議案第20号　特定教育・保育施設および特定地域型保育事業の
運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について 可決
議案第21号
給水条例の一部を改正する条例の制定について 可決
議案第22号
指定管理者の指定について 可決
議案第23号
上志比支所新築工事の請負契約締結について 可決
議案第24号
教育委員会委員の任命同意について 同意
議案第25号
上志比特産加工直売施設条例を廃止する条例の制定について 可決
議案第26号
情報板施設条例を廃止する条例の制定について 可決

承認第１号
令和元年度一般会計補正予算の専決処分について 承認
諮問第１号
人権擁護委員候補者の推薦について 適任
議案第１号
令和元年度一般会計補正予算について 可決
議案第２号
令和元年度国民健康保険事業特別会計補正予算について 可決
議案第３号
令和元年度後期高齢者医療特別会計補正予算について 可決
議案第４号
令和元年度介護保険特別会計補正予算について 可決
議案第５号
令和元年度町立在宅訪問診療所特別会計補正予算について 可決
議案第６号
令和２年度一般会計予算について 可決
議案第７号
令和２年度国民健康保険事業特別会計予算について 可決
議案第８号
令和２年度後期高齢者医療特別会計予算について 可決
議案第９号
令和２年度介護保険特別会計予算について 可決
議案第10号
令和２年度町立在宅訪問診療所特別会計予算について 可決
議案第11号
令和２年度下水道事業特別会計予算について 可決
議案第12号
令和２年度農業集落排水事業特別会計予算について 可決

第１回定例会議案

※反対または退席があった議案だけ載せています。したがって、その他議案等24件については全員賛成です。

令和２年 第１回定例会報告令和２年 第１回定例会報告 議長　江  守　 勲
　令和２年第１回永平寺町議会定例会は、２月25日（火）から３月13日（金）まで18日間開催されました。
審議された内容は、次のとおりです。
なお、人権擁護委員候補者には、永平寺町京善　山口　利明氏の推薦を適任とし、永平寺町教育委員会委員
には、永平寺町松岡神明　根来　航平氏の任命に同意しました。

■議案への賛否一覧　議席順に掲載（賛 賛成　反 反対　－欠席　□退席）※議長（江守勲）は採決に加わりません

  松川 上田 中村 金元 滝波 齋藤 奥野 伊藤 長岡 川崎 酒井和 酒井秀 朝井
 議案第６号 賛 反 賛 反 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛
 議案第７号 賛 反 賛 反 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛
 議案第９号 賛 反 賛 反 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛
 議案第17号 賛 反 賛 反 反 賛 賛 賛 反 賛 賛 賛 賛

議案第13号
令和２年度土地開発事業特別会計予算について 可決
議案第14号
令和２年度上水道事業会計予算について 可決
議案第15号
防犯隊設置条例を廃止する条例の制定について 可決
議案第16号
長期継続契約を締結することができる契約を定める条例の全部改正について 可決
議案第17号
税条例等の一部を改正する条例の制定について 可決
議案第18号
印鑑の登録および証明に関する条例の一部を改正する条例の制定について 可決
議案第19号　
介護保険条例の一部を改正する条例の制定について 可決
議案第20号　特定教育・保育施設および特定地域型保育事業の
運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について 可決
議案第21号
給水条例の一部を改正する条例の制定について 可決
議案第22号
指定管理者の指定について 可決
議案第23号
上志比支所新築工事の請負契約締結について 可決
議案第24号
教育委員会委員の任命同意について 同意
議案第25号
上志比特産加工直売施設条例を廃止する条例の制定について 可決
議案第26号
情報板施設条例を廃止する条例の制定について 可決

承認第１号
令和元年度一般会計補正予算の専決処分について 承認
諮問第１号
人権擁護委員候補者の推薦について 適任
議案第１号
令和元年度一般会計補正予算について 可決
議案第２号
令和元年度国民健康保険事業特別会計補正予算について 可決
議案第３号
令和元年度後期高齢者医療特別会計補正予算について 可決
議案第４号
令和元年度介護保険特別会計補正予算について 可決
議案第５号
令和元年度町立在宅訪問診療所特別会計補正予算について 可決
議案第６号
令和２年度一般会計予算について 可決
議案第７号
令和２年度国民健康保険事業特別会計予算について 可決
議案第８号
令和２年度後期高齢者医療特別会計予算について 可決
議案第９号
令和２年度介護保険特別会計予算について 可決
議案第10号
令和２年度町立在宅訪問診療所特別会計予算について 可決
議案第11号
令和２年度下水道事業特別会計予算について 可決
議案第12号
令和２年度農業集落排水事業特別会計予算について 可決

第１回定例会議案

※反対または退席があった議案だけ載せています。したがって、その他議案等24件については全員賛成です。

万
円
万
円650650松岡幼稚園擁壁対策工事（園庭擁壁の崩壊対策）松岡幼稚園擁壁対策工事（園庭擁壁の崩壊対策）
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【主な項目】

国民健康保険事業
特別会計補正予算

財政調整基金積立金財政調整基金積立金
【主な項目】

主
な
質
疑
応
答

令
和
２
年
度

当
初
予
算
審
議
　
第
２
審
議

◆
総
務
課

問
　
え
ち
鉄
支
援
補
助
金
が
こ
こ
数
年
徐
々
に
上
が
っ

　
て
４
０
０
０
万
円
を
越
え
て
き
た
が
、
町
内
11
駅

　
中
、
５
駅
が
最
低
乗
降
数
を
示
し
て
い
る
。
高
校
生

　
の
減
少
も
あ
る
が
、
原
因
を
深
く
探
り
、
こ
こ
は
新

　
た
な
一
手
を
打
っ
て
ほ
し
い
。

答
　
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
の
高
齢
者
向
け
特
典
の
周

　
知
を
図
る
。
新
幹
線
開
通
に
向
け
て
は
、
キ
ャ
ッ
シ

　
ュ
レ
ス
に
近
い
料
金
体
系
に
取
り
組
む
。
え
ち
鉄
自

　
体
の
乗
客
数
は
そ
ん
な
に
減
っ
て
い
な
い
が
、
パ
ー

　
ク
＆
ラ
イ
ド
も
十
分
検
討
し
て
い
く
。

◆
総
合
政
策
課

問
　
３
年
目
Ｉ
ｏ
Ｔ
推
進
事
業
、地
元
企
業
活
用
策
は
。

答
　
昨
年
県
情
報
化
支
援
協
会
と
４
社
連
携
協
定
、
町

　
内
企
業
Ｉ
ｏ
Ｔ
導
入
相
談
。
ま
た
東
大
先
端
研
西
岡

　
先
生
と
の
相
談
の
も
と
セ
ミ
ナ
ー
開
催
。
参
加
者
Ｉ

　
ｏ
Ｔ
導
入
２
４
２
名
・
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
セ
ミ
ナ
ー

　
72
名
、
農
業
セ
ミ
ナ
ー
１
０
０
名
等
、
計
12
回
１
０

　
７
９
名
。
今
後
は
四
季
の
森
を
さ
ら
に
交
流
拠
点
と

　
し
て
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
な
ど
、
こ
れ
ま
で
培
っ

　
た
つ
な
が
り
か
ら
誘
致
し
た
い
。

◆
商
工
観
光
課

問
　
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
推
進
事
業
は
７
年
目
を
迎
え
る

　
が
、
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｊ
Ｉ
Ｎ
認
定
品
の
販
路
拡
大
に
ど
う
取

　
り
組
む
の
か
。

答
　
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｊ
Ｉ
Ｎ
認
定
品
の
ギ
フ
ト
カ
タ
ロ
グ
・
パ

　
ン
フ
レ
ッ
ト
の
制
作
、
新
規
の
ギ
フ
ト
ボ
ッ
ク
ス
の

　
開
発
に
取
り
組
む
。
ど
の
よ
う
な
商
品
を
開
発
す
る

　
か
引
き
続
き
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｊ
Ｉ
Ｎ
協
議
会
、
ま
た
ブ
ラ
ン

　
ド
推
進
委
員
会
の
中
で
検
討
す
る
。

　
　
イ
ベ
ン
ト
へ
の
出
展
は
も
と
よ
り
、
ア
ン
テ
ナ
シ

　
ョ
ッ
プ
、
展
示
会
、
商
談
会
な
ど
の
出
展
に
よ
り
販

　
路
拡
大
に
つ
な
げ
る
。

問
　
地
域
づ
く
り
応
援
事
業
補
助
金
に
つ
い
て
は
、
事

　
前
に
補
助
要
綱
を
作
成
し
目
的
を
明
確
に
す
る
べ
き
。

答
　
人
口
減
少
が
進
む
中
、
本
補
助
事
業
に
よ
っ
て
住

　
民
の
相
互
扶
助
に
よ
る
自
発
的
な
地
域
づ
く
り
を
支

　
援
す
る
こ
と
で
地
域
の
問
題
解
決
や
連
携
・
共
同
の

　
取
り
組
み
を
創
出
し
や
す
く
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

　
て
い
る
。

　
　
補
助
要
綱
に
つ
い
て
は
現
時
点
で
要
綱
案
で
あ
る

　
た
め
、
公
平
性
を
保
ち
、
審
査
の
厳
正
化
、
透
明
化

　
を
行
っ
て
い
く
。

◆
学
校
教
育
課

問
　
学
校
の
あ
り
方
検
討
委
員
会
へ
の
諮
問
の
内
容
と

　
検
討
委
員
会
の
進
め
方
は
。

答
　
望
ま
し
い
教
育
環
境
の
在
り
方
で
は
、
標
準
学
級

　
数
の
適
用
か
弾
力
的
な
運
用
か
を
議
論
。
地
域
と
連

　
携
し
て
の
学
校
づ
く
り
で
は
、
地
域
と
の
か
か
わ
り

　
が
重
要
。
教
育
的
な
視
点
で
の
望
ま
し
い
連
携
の
在

　
り
方
を
検
討
。

　
　
住
民
の
声
、
各
関
係
者
の
声
を
聴
き
、
進
め
方
を

　
議
会
に
示
す
。

万
円
万
円

町立在宅訪問診療所特別会計繰出金町立在宅訪問診療所特別会計繰出金
心身障がい者福祉費（利用者減）心身障がい者福祉費（利用者減）

7,6007,600

万
円
万
円2,0002,000

一般会計３月補正予算令和元年度３月補正予算審議報告令和元年度３月補正予算審議報告 9,2109,210 万
円
万
円総額総額

2,0272,027 万
円
万
円総額総額

後期高齢者医療
特別会計補正予算

後期高齢者医療広域連合納付金後期高齢者医療広域連合納付金
【主な項目】

財政調整基金積立金（前年度剰余金の1/2以上）財政調整基金積立金（前年度剰余金の1/2以上）
3,1503,150 万

円
万
円

土木費（浄法寺橋修繕工事費）土木費（浄法寺橋修繕工事費） 2,8622,862 万
円
万
円

▲1,988▲1,988 万
円
万
円

農業振興費（水田農業構造改革補助金・多面的機能支払交付金・農地集積協力金）農業振興費（水田農業構造改革補助金・多面的機能支払交付金・農地集積協力金） ▲1,477▲1,477 万
円
万
円

【主な項目】
万
円
万
円

子ども医療費助成事業（中学3年生→高校3年生まで拡充）子ども医療費助成事業（中学3年生→高校3年生まで拡充）
社会資本整備総合交付金事業（永平寺インター線用地購入、橋梁定期点検等）社会資本整備総合交付金事業（永平寺インター線用地購入、橋梁定期点検等）

2,9672,967山王地区宅地造成事業山王地区宅地造成事業
5,6425,642 万

円
万
円

一般道路改良事業（町道浄法寺バイパス連絡線改良、山・荒谷線法面改良）一般道路改良事業（町道浄法寺バイパス連絡線改良、山・荒谷線法面改良）1億3,0811億3,081 万
円
万
円

給水車購入（災害発生時の飲料水供給、避難所への直接給水）給水車購入（災害発生時の飲料水供給、避難所への直接給水） 1,8311,831 万
円
万
円

学校施設整備費（７小学校防水外壁改修塗装、グラウンド・プール改修等）学校施設整備費（７小学校防水外壁改修塗装、グラウンド・プール改修等） 7,6317,631 万
円
万
円

令和２年度当初予算審議報告令和２年度当初予算審議報告 令和２年度
当初予算

議案第６号「令和２年度一般会計予算」から議案第
14号「同上水道事業会計予算」の９件について、
慎重に審議を行い原案通り可決しました。

万
円
万
円136億5,194136億5,194

一
般
会
計

万
円
万
円83億4,02383億4,023 48億2,69348億2,693

特
別
会
計

万
円
万
円

企
業
会
計

万
円
万
円4億8,4774億8,477

▲0.1％（前年度予算対比）

▲1.5％ 2.6％ ▲1.2％

令和2年度一般会計予算、特別会計および上水道事業会計に係る提言令和2年度一般会計予算、特別会計および上水道事業会計に係る提言
①　えちぜん鉄道利用促進事業は、利用したくなるような施策と利用しやすい施策を行うこと。
②　町職員の女性幹部の登用への環境づくりと受入体制を確立すること。
③　空き家対策は、各課連携し、有効に着実に実行すること。
④　IoT推進事業は、令和２年度を区切りの年として、目的達成に努めるとともに、今後の方向性を見
　　極めること。
⑤　ブランド戦略と、永平寺町観光物産協会の担う事業内容を精査し取り組むこと。
⑥　各種補助金は、要綱を必ず整備し、執行すること。
⑦　永平寺インター線整備事業は、インター線周辺をどのように開
　　発・整備するか明確にし、進めること。
⑧　地域づくり応援事業は、交付要綱に定められた補助対象、補助
　　額、回数、審査会などを見直し、示すこと。
⑨　上水道事業は、有収率の向上に向けて、更に積極的に取り組む
　　こと。
以上の９点を提言した。

391391 万
円
万
円総額総額

万
円
万
円391391

介護保険
特別会計補正予算

居宅介護サービス給付費居宅介護サービス給付費
【主な項目】

町立在宅訪問診療所
特別会計補正予算

診療報酬収入赤字を一般会計
繰入金で補てんし総額変動なし
診療報酬収入赤字を一般会計
繰入金で補てんし総額変動なし

万
円
万
円総額総額1億5,5371億5,537
万
円
万
円6,3006,300

00 万
円
万
円総額総額

総額総額

9,4509,450 万
円
万
円
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【主な項目】

国民健康保険事業
特別会計補正予算

財政調整基金積立金財政調整基金積立金
【主な項目】
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０
０
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、
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、
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が
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の
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。
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の
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者
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図
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。
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に
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。
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の
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は
そ
ん
な
に
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い
な
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が
、
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＆
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も
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検
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く
。
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総
合
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課
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３
年
目
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Ｔ
推
進
事
業
、地
元
企
業
活
用
策
は
。
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年
県
情
報
化
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援
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会
と
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社
連
携
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定
、
町

　
内
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業
Ｉ
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Ｔ
導
入
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。
ま
た
東
大
先
端
研
西
岡

　
先
生
と
の
相
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の
も
と
セ
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ナ
ー
開
催
。
参
加
者
Ｉ

　
ｏ
Ｔ
導
入
２
４
２
名
・
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
セ
ミ
ナ
ー

　
72
名
、
農
業
セ
ミ
ナ
ー
１
０
０
名
等
、
計
12
回
１
０

　
７
９
名
。
今
後
は
四
季
の
森
を
さ
ら
に
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流
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点
と

　
し
て
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テ
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イ
ト
オ
フ
ィ
ス
な
ど
、
こ
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ま
で
培
っ

　
た
つ
な
が
り
か
ら
誘
致
し
た
い
。

◆
商
工
観
光
課

問
　
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
推
進
事
業
は
７
年
目
を
迎
え
る

　
が
、
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｊ
Ｉ
Ｎ
認
定
品
の
販
路
拡
大
に
ど
う
取

　
り
組
む
の
か
。

答
　
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｊ
Ｉ
Ｎ
認
定
品
の
ギ
フ
ト
カ
タ
ロ
グ
・
パ

　
ン
フ
レ
ッ
ト
の
制
作
、
新
規
の
ギ
フ
ト
ボ
ッ
ク
ス
の

　
開
発
に
取
り
組
む
。
ど
の
よ
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な
商
品
を
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る

　
か
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続
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Ｓ
Ｈ
Ｏ
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Ｉ
Ｎ
協
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会
、
ま
た
ブ
ラ
ン

　
ド
推
進
委
員
会
の
中
で
検
討
す
る
。

　
　
イ
ベ
ン
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へ
の
出
展
は
も
と
よ
り
、
ア
ン
テ
ナ
シ

　
ョ
ッ
プ
、
展
示
会
、
商
談
会
な
ど
の
出
展
に
よ
り
販

　
路
拡
大
に
つ
な
げ
る
。

問
　
地
域
づ
く
り
応
援
事
業
補
助
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に
つ
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て
は
、
事

　
前
に
補
助
要
綱
を
作
成
し
目
的
を
明
確
に
す
る
べ
き
。

答
　
人
口
減
少
が
進
む
中
、
本
補
助
事
業
に
よ
っ
て
住

　
民
の
相
互
扶
助
に
よ
る
自
発
的
な
地
域
づ
く
り
を
支

　
援
す
る
こ
と
で
地
域
の
問
題
解
決
や
連
携
・
共
同
の

　
取
り
組
み
を
創
出
し
や
す
く
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

　
て
い
る
。

　
　
補
助
要
綱
に
つ
い
て
は
現
時
点
で
要
綱
案
で
あ
る

　
た
め
、
公
平
性
を
保
ち
、
審
査
の
厳
正
化
、
透
明
化

　
を
行
っ
て
い
く
。

◆
学
校
教
育
課

問
　
学
校
の
あ
り
方
検
討
委
員
会
へ
の
諮
問
の
内
容
と

　
検
討
委
員
会
の
進
め
方
は
。

答
　
望
ま
し
い
教
育
環
境
の
在
り
方
で
は
、
標
準
学
級

　
数
の
適
用
か
弾
力
的
な
運
用
か
を
議
論
。
地
域
と
連

　
携
し
て
の
学
校
づ
く
り
で
は
、
地
域
と
の
か
か
わ
り

　
が
重
要
。
教
育
的
な
視
点
で
の
望
ま
し
い
連
携
の
在

　
り
方
を
検
討
。

　
　
住
民
の
声
、
各
関
係
者
の
声
を
聴
き
、
進
め
方
を

　
議
会
に
示
す
。

万
円
万
円

町立在宅訪問診療所特別会計繰出金町立在宅訪問診療所特別会計繰出金
心身障がい者福祉費（利用者減）心身障がい者福祉費（利用者減）

7,6007,600

万
円
万
円2,0002,000

一般会計３月補正予算令和元年度３月補正予算審議報告令和元年度３月補正予算審議報告 9,2109,210 万
円
万
円総額総額

2,0272,027 万
円
万
円総額総額

後期高齢者医療
特別会計補正予算

後期高齢者医療広域連合納付金後期高齢者医療広域連合納付金
【主な項目】

財政調整基金積立金（前年度剰余金の1/2以上）財政調整基金積立金（前年度剰余金の1/2以上）
3,1503,150 万

円
万
円

土木費（浄法寺橋修繕工事費）土木費（浄法寺橋修繕工事費） 2,8622,862 万
円
万
円

▲1,988▲1,988 万
円
万
円

農業振興費（水田農業構造改革補助金・多面的機能支払交付金・農地集積協力金）農業振興費（水田農業構造改革補助金・多面的機能支払交付金・農地集積協力金） ▲1,477▲1,477 万
円
万
円

【主な項目】
万
円
万
円

子ども医療費助成事業（中学3年生→高校3年生まで拡充）子ども医療費助成事業（中学3年生→高校3年生まで拡充）
社会資本整備総合交付金事業（永平寺インター線用地購入、橋梁定期点検等）社会資本整備総合交付金事業（永平寺インター線用地購入、橋梁定期点検等）

2,9672,967山王地区宅地造成事業山王地区宅地造成事業
5,6425,642 万

円
万
円

一般道路改良事業（町道浄法寺バイパス連絡線改良、山・荒谷線法面改良）一般道路改良事業（町道浄法寺バイパス連絡線改良、山・荒谷線法面改良）1億3,0811億3,081 万
円
万
円

給水車購入（災害発生時の飲料水供給、避難所への直接給水）給水車購入（災害発生時の飲料水供給、避難所への直接給水） 1,8311,831 万
円
万
円

学校施設整備費（７小学校防水外壁改修塗装、グラウンド・プール改修等）学校施設整備費（７小学校防水外壁改修塗装、グラウンド・プール改修等） 7,6317,631 万
円
万
円

令和２年度当初予算審議報告令和２年度当初予算審議報告 令和２年度
当初予算

議案第６号「令和２年度一般会計予算」から議案第
14号「同上水道事業会計予算」の９件について、
慎重に審議を行い原案通り可決しました。

万
円
万
円136億5,194136億5,194

一
般
会
計

万
円
万
円83億4,02383億4,023 48億2,69348億2,693

特
別
会
計

万
円
万
円

企
業
会
計

万
円
万
円4億8,4774億8,477

▲0.1％（前年度予算対比）

▲1.5％ 2.6％ ▲1.2％

令和2年度一般会計予算、特別会計および上水道事業会計に係る提言令和2年度一般会計予算、特別会計および上水道事業会計に係る提言
①　えちぜん鉄道利用促進事業は、利用したくなるような施策と利用しやすい施策を行うこと。
②　町職員の女性幹部の登用への環境づくりと受入体制を確立すること。
③　空き家対策は、各課連携し、有効に着実に実行すること。
④　IoT推進事業は、令和２年度を区切りの年として、目的達成に努めるとともに、今後の方向性を見
　　極めること。
⑤　ブランド戦略と、永平寺町観光物産協会の担う事業内容を精査し取り組むこと。
⑥　各種補助金は、要綱を必ず整備し、執行すること。
⑦　永平寺インター線整備事業は、インター線周辺をどのように開
　　発・整備するか明確にし、進めること。
⑧　地域づくり応援事業は、交付要綱に定められた補助対象、補助
　　額、回数、審査会などを見直し、示すこと。
⑨　上水道事業は、有収率の向上に向けて、更に積極的に取り組む
　　こと。
以上の９点を提言した。

391391 万
円
万
円総額総額

万
円
万
円391391

介護保険
特別会計補正予算

居宅介護サービス給付費居宅介護サービス給付費
【主な項目】

町立在宅訪問診療所
特別会計補正予算

診療報酬収入赤字を一般会計
繰入金で補てんし総額変動なし
診療報酬収入赤字を一般会計
繰入金で補てんし総額変動なし

万
円
万
円総額総額1億5,5371億5,537
万
円
万
円6,3006,300

00 万
円
万
円総額総額

総額総額

9,4509,450 万
円
万
円
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常 任 委 員 会 報 告

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会
　
　
委
員
長
　
中
村
勘
太
郎

　
３
月
10
日
に
開
催
し
、
次
の
内
容

を
慎
重
に
審
議
し
た
。

■
商
工
会
と
の
意
見
交
換
会
の
ま
と

　
め
と
今
後
の
展
開
に
つ
い
て

　
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
推
進
事
業
に
つ
い

て
は
、
商
工
会
・
観
光
物
産
協
会
・

生
産
者
等
へ
の
負
担
金
が
７
年
間
継

続
さ
れ
て
い
る
事
業
で
あ
り
、
議
会

と
し
て
も
何
ら
か
の
方
法
で
、
各
関

係
者
（
個
人
・
団
体
）
へ
意
見
・
提

言
な
ど
、
三
位
一
体
で
取
り
組
み
等

を
充
実
す
る
こ
と
で
議
了
。

■
議
会
防
災
訓
練
（
安
否
確
認
）
実

　
施
結
果
お
よ
び
今
後
の
対
応
に
つ

　
い
て

　
議
会
と
防
災
対
応
（
議
員
の
防
災

マ
ニ
ュ
ア
ル
）
に
お
け
る
、
前
回
１

月
19
日
の
安
否
確
認
訓
練
の
結
果
に

つ
い
て
意
見
交
換
。
今
後
、
安
否
確

認
の
メ
ー
ル
返
信
訓
練
等
を
充
実
さ

せ
、
実
災
害
時
に
お
け
る
対
応
を
図

る
こ
と
で
議
了
。

■
そ
の
他

（
１
）
令
和
２
年
度
　
委
員
会
共
通

年
間
テ
ー
マ
に
つ
い
て

①
議
会
と
防
災
対
応
の
充
実
強
化

　
議
会
防
災
対
応
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
さ
ら
な

る
充
実
強
化
の
推
進
は
も
と
よ
り
、

現
在
拡
大
進
行
形
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
終
息
が
見
通
せ
な

い
現
状
で
の
課
題
を
含
み
、
町
議
会

は
経
済
対
応
等
に
対
す
る
全
体
的
な

事
象
を
踏
ま
え
る
目
的
と
す
る
こ
と

で
議
了
。

②
地
元
経
済
の
活
性
化

　
こ
れ
ま
で
の
視
察
や
意
見
交
換
を

踏
ま
え
、
県
市
町
ブ
ラ
ン
ド
促
進
事

業
の
強
化
と
併
せ
た
本
町
の
行
政
を

は
じ
め
、
商
工
会
・
観
光
物
産
協

会
・
生
産
者
等
各
団
体
の
目
的
を
検

証
す
る
こ
と
で
議
了
。

（
２
）
令
和
２
年
度
　
委
員
会
事
務

事
業
評
価
検
証
事
業
の
抽
出
に
つ
い

て①
空
き
家
対
策
関
連
事
業
　
②
Ｉ
ｏ

Ｔ
推
進
事
業
　
③
社
会
資
本
総
合
整

備
事
業
　
④
都
市
計
画
　
⑤
広
域
的

事
業…

こ
れ
ら
の
事
業
取
り
組
み
の

検
証
を
一
年
間
通
じ
て
検
証
す
る
こ

と
で
議
了
。

　
３
月
10
日
全
員
出
席
で
開
催
し
、
次

の
内
容
を
協
議
し
た
。

■
令
和
元
年
度
　
所
管
事
務
の
状
況
把

　
握
・
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て

①
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

・
加
入
者
状
況
は
、
３
２
１
３
人
で
率

　
は
17
・
３
％
減
少
。
　
　

・
医
療
費
総
額
減
少
し
、
13
億
６
千
万

　
円
、
40
万
円
／
人
と
増
加
。

・
Ｈ
29
年
に
税
額
を
改
定
し
、
県
下
一

　
番
と
な
り
基
金
２
千
万
円
。

②
介
護
保
険
特
別
会
計

・
要
介
護
認
定
者
増
加
し
約
１
０
０
０

　
人
、
５
年
後
１
４
０
０
人
の
見
込
み
。

・
来
年
度
か
ら
第
８
期
計
画
。

・
今
後
は
働
き
世
代
、
あ
き
ら
め
世
代

　
へ
の
健
康
づ
く
り
を
推
進
し
、
健
康

　
寿
命
の
延
長
を
図
る
。

③
子
育
て
支
援

・
経
済
的
支
援
と
し
て
医
療
費
助
成
、

　
各
種
の
支
援
事
業
。

・
心
情
的
支
援
と
し
て
相
談
事
業
や
、

　
ケ
ー
ス
会
議
の
充
実
を
図
る
。

④
先
生
の
働
き
方
改
革

・
部
活
動
改
善
と
し
て
時
間
短
縮
、
休

　
養
日
、
外
部
指
導
者
。

・
学
校
業
務
改
善
と
し
て
出
退
勤
管
理

　
表
、
閉
校
、
留
守
番
電
話
設
置
等
で

　
対
応
。

⑤
学
校
教
育

・
い
じ
め
、
不
登
校
対
応
は
研
修
後
、

　
情
報
共
有
で
早
期
発
見
や
支
援
体
制

　
の
強
化
。

・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
対
応
は
、
研
修
、
講
演
、
生

　
徒
会
の
ル
ー
ル
設
定
等
々
。
保
護
者
、

　
家
庭
の
認
識
向
上
と
協
力
を
図
る
。

⑥
給
食
調
理
員

・
各
校
正
職
１
名
以
上
の
配
置
と
非
常

　
勤
で
対
応
し
て
い
る
が
、
人
材
不
足

　
の
状
況
。
今
後
は
統
合
や
外
部
委
託

　
も
視
野
に
。

⑦
そ
の
他

・
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の
休
校

・
学
童
保
育
で
対
応
、
今
後
の
再
開
時

　
期
や
補
償
の
対
応
を
検
討
中
。

■
請
願
に
つ
い
て

　
３
月
議
会
で
継
続
審
議
と
し
、
６
月

議
会
で
審
査
す
る
。

福
祉
・
教
育
・
子
育
て
の
現
状
確
認

教
育
民
生
常
任
委
員
会
　
　
委
員
長
　
上
田
　
　
誠

議
会
災
害
対
策
体
制
の
強
化

反
対
討
論
　
　
　
金
元
　
直
栄

　
反
対
の
第
１
の
理
由
は
、
幼
児
園
の

統
廃
合
と
民
営
化
へ
の
方
針
と
、
そ
の

進
め
方
で
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
も
、
住
民

の
思
い
と
は
あ
ま
り
に
も
か
け
離
れ
て

い
て
、
周
辺
地
域
に
あ
っ
て
は
、
こ
れ

が
〝
地
域
じ
ま
い
〞
に
な
り
か
ね
な
い

こ
と
か
ら
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
大

き
な
争
点
と
も
な
る
。
第
２
は
、
町
づ

く
り
で
、
相
次
ぐ
ス
ー
パ
ー
の
撤
退
か

ら
、
今
後
の
町
づ
く
り
の
方
向
が
見
え

て
い
な
い
こ
と
。
第
３
は
、
地
域
づ
く

り
の
方
向
性
に
つ
い
て
も
、
相
変
わ
ら

ず
地
域
を
支
え
る
恒
常
的
な
組
織
づ
く

り
の
方
向
は
、
今
だ
に
見
え
て
こ
な
い

等
か
ら
反
対
す
る
。

賛
成
討
論
　
　
　
酒
井
　
秀
和

　
幼
稚
園
・
幼
児
園
再
編
計
画
に
つ
い

て
は
、
今
後
生
産
年
齢
人
口
が
減
少

し
、
超
高
齢
化
社
会
を
迎
え
て
か
ら
で

は
間
に
合
わ
な
い
。
ま
た
、
こ
の
件
に

つ
い
て
は
町
長
の
所
信
表
明
に
「
永
平

寺
町
の
子
ど
も
の
将
来
の
た
め
に
、
環

境
整
備
と
安
全
・
安
心
を
確
保
す
べ

く
、
計
画
策
定
に
取
り
組
み
た
い
」
と

い
う
言
葉
を
尊
重
し
、
賛
成
す
る
。

反
対
討
論
　
　
　
上
田
　
　
誠

　
住
民
生
活
の
基
の
医
療
福
祉
教
育
イ

ン
フ
ラ
等
の
必
要
予
算
は
認
め
る
。
し

か
し
、
①
日
常
生
活
を
守
り
、
人
口
減

の
歯
止
め
②
幼
保
学
校
の
再
編
は
地
域

の
衰
退
や
、
小
規
模
の
良
さ
や
、
ま
ち

づ
く
り
の
方
向
性
③
観
光
振
興
、
交
流

人
口
増
の
補
助
事
業
の
検
証
方
向
性
④

社
会
資
本
整
備
、
施
設
の
指
定
管
理
の

あ
り
方
等
々
、
今
後
の
人
口
減
や
共
生

社
会
対
応
す
る
に
は
不
十
分
と
考
え
反

対
と
す
る
。

賛
成
討
論
　
　
　
川
崎
　
直
文

　
「
第
２
次
永
平
寺
町
総
合
振
興
計

画
」
等
の
諸
計
画
を
捉
え
て
審
議
し

た
。

　
空
き
家
対
策
で
は
空
き
家
等
解
体
及

び
撤
去
事
業
補
助
金
、
利
活
用
の
空
き

家
対
策
支
援
事
業
等
の
３
事
業
、
地
域

づ
く
り
関
連
で
は
継
続
の
包
括
的
支
援

事
業
、
新
規
の
地
域
づ
く
り
応
援
事
業

補
助
金
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
事
業
を
含
む
予
算
は
妥
当
で
あ
る
。

　
予
算
に
関
係
す
る
各
課
が
連
携
し
執

行
す
べ
き
こ
と
を
申
し
添
え
て
賛
成
す

る
。

反
対
討
論
　
　
　
金
元
　
直
栄

　
昨
年
本
町
の
国
保
税
は
県
下
１
位
と

高
額
に
な
っ
た
。
医
療
費
を
下
げ
る
た

め
の
検
診
の
強
化
支
援
は
評
価
す
る

が
、
消
費
税
も
含
め
、
住
民
の
負
担
は

限
界
に
き
て
い
る
。
消
費
税
の
導
入
、

引
き
上
げ
は
福
祉
の
た
め
だ
っ
た
は
ず

だ
。
自
治
体
に
も
こ
の
金
が
入
っ
て
き

て
い
る
こ
と
か
ら
、
一
般
会
計
か
ら
の

繰
入
で
税
の
引
き
下
げ
を
す
べ
き
だ

が
、
こ
れ
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
反

対
す
る
。

賛
成
討
論
　
　
　
長
岡
千
惠
子

　
こ
れ
ま
で
の
会
計
の
推
移
を
見
て
い

る
と
ひ
と
り
当
た
り
の
医
療
費
が
年
々

増
加
し
て
い
る
。
保
険
税
は
県
下
で

ト
ッ
プ
の
水
準
で
あ
る
が
、
一
般
会
計

か
ら
の
法
定
外
繰
り
入
れ
を
行
え
ば
一

般
会
計
に
負
担
が
か
か
り
、
ど
こ
か
で

歪
が
出
て
く
る
こ
と
を
懸
念
す
る
。
何

よ
り
国
民
健
康
保
険
会
計
が
安
定
し
て

推
移
し
て
い
く
こ
と
が
肝
要
。
よ
っ
て

賛
成
と
す
る
。

反
対
討
論
　
　
　
金
元
　
直
栄

　
「
全
世
代
型
社
会
保
障
改
革
」
で
は

基
本
、
利
用
負
担
増
で
給
付
費
の
削
減

を
狙
っ
て
い
る
。
介
護
保
険
が
低
所
得

者
に
利
用
し
に
く
い
制
度
に
な
り
つ
つ

あ
る
中
で
、
国
か
ら
の
押
し
付
け
と
は

言
え
、
地
域
で
の
見
守
り
へ
恒
常
的
組

織
づ
く
り
は
急
務
、
な
の
に
全
庁
で
の

取
り
組
み
、
具
体
的
な
踏
み
出
し
が
見

ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
反
対
す
る
。

賛
成
討
論
　
　
　
長
岡
千
惠
子

　
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
全
て
を
自
身

で
行
う
に
は
大
変
な
労
力
は
必
要
。
介

護
者
一
人
で
は
無
理
。

　
独
居
老
人
や
老
々
世
帯
の
増
加
に
よ

り
介
護
サ
ー
ビ
ス
量
の
増
加
は
必
然

的
。
地
域
で
助
け
合
い
を
と
い
う
が
、

お
願
い
す
る
こ
と
も
お
手
伝
い
す
る
こ

と
に
も
、
判
断
が
難
し
い
。

　
益
々
、
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
そ
の

対
応
は
社
会
福
祉
協
議
会
と
担
当
課
だ

け
の
課
題
で
は
な
く
、
全
庁
挙
げ
て
取

り
組
む
体
制
が
不
可
欠
と
い
う
こ
と
を

申
し
添
え
て
賛
成
と
す
る
。

反
対
討
論
　
　
　
金
元
　
直
栄

　
税
等
の
督
促
手
数
料
を
一
通
あ
た

り
、
50
円
を
１
０
０
円
に
引
き
上
げ
る

と
い
う
が
、
①
郵
便
料
金
の
額
と
一
致

し
な
い
徴
収
に
は
合
理
的
理
由
は
な

い
。
②
町
民
税
な
ど
99
％
も
の
徴
収
率

に
な
っ
て
い
る
こ
と
。
③
督
促
そ
の
も

の
が
行
政
の
徴
収
根
拠
維
持
の
た
め
に

と
い
う
点
か
ら
見
て
も
、
罪
金
と
し
て

の
値
上
げ
に
は
反
対
だ
。

一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て

一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て

議
案
第
６
号

議
案
第
６
号

国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

議
案
第
７
号

議
案
第
７
号

介
護
保
険
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

介
護
保
険
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

議
案
第
９
号

議
案
第
９
号

税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
17
号

議
案
第
17
号
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常 任 委 員 会 報 告

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会
　
　
委
員
長
　
中
村
勘
太
郎

　
３
月
10
日
に
開
催
し
、
次
の
内
容

を
慎
重
に
審
議
し
た
。

■
商
工
会
と
の
意
見
交
換
会
の
ま
と

　
め
と
今
後
の
展
開
に
つ
い
て

　
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
推
進
事
業
に
つ
い

て
は
、
商
工
会
・
観
光
物
産
協
会
・

生
産
者
等
へ
の
負
担
金
が
７
年
間
継

続
さ
れ
て
い
る
事
業
で
あ
り
、
議
会

と
し
て
も
何
ら
か
の
方
法
で
、
各
関

係
者
（
個
人
・
団
体
）
へ
意
見
・
提

言
な
ど
、
三
位
一
体
で
取
り
組
み
等

を
充
実
す
る
こ
と
で
議
了
。

■
議
会
防
災
訓
練
（
安
否
確
認
）
実

　
施
結
果
お
よ
び
今
後
の
対
応
に
つ

　
い
て

　
議
会
と
防
災
対
応
（
議
員
の
防
災

マ
ニ
ュ
ア
ル
）
に
お
け
る
、
前
回
１

月
19
日
の
安
否
確
認
訓
練
の
結
果
に

つ
い
て
意
見
交
換
。
今
後
、
安
否
確

認
の
メ
ー
ル
返
信
訓
練
等
を
充
実
さ

せ
、
実
災
害
時
に
お
け
る
対
応
を
図

る
こ
と
で
議
了
。

■
そ
の
他

（
１
）
令
和
２
年
度
　
委
員
会
共
通

年
間
テ
ー
マ
に
つ
い
て

①
議
会
と
防
災
対
応
の
充
実
強
化

　
議
会
防
災
対
応
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
さ
ら
な

る
充
実
強
化
の
推
進
は
も
と
よ
り
、

現
在
拡
大
進
行
形
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
終
息
が
見
通
せ
な

い
現
状
で
の
課
題
を
含
み
、
町
議
会

は
経
済
対
応
等
に
対
す
る
全
体
的
な

事
象
を
踏
ま
え
る
目
的
と
す
る
こ
と

で
議
了
。

②
地
元
経
済
の
活
性
化

　
こ
れ
ま
で
の
視
察
や
意
見
交
換
を

踏
ま
え
、
県
市
町
ブ
ラ
ン
ド
促
進
事

業
の
強
化
と
併
せ
た
本
町
の
行
政
を

は
じ
め
、
商
工
会
・
観
光
物
産
協

会
・
生
産
者
等
各
団
体
の
目
的
を
検

証
す
る
こ
と
で
議
了
。

（
２
）
令
和
２
年
度
　
委
員
会
事
務

事
業
評
価
検
証
事
業
の
抽
出
に
つ
い

て①
空
き
家
対
策
関
連
事
業
　
②
Ｉ
ｏ

Ｔ
推
進
事
業
　
③
社
会
資
本
総
合
整

備
事
業
　
④
都
市
計
画
　
⑤
広
域
的

事
業…

こ
れ
ら
の
事
業
取
り
組
み
の

検
証
を
一
年
間
通
じ
て
検
証
す
る
こ

と
で
議
了
。

　
３
月
10
日
全
員
出
席
で
開
催
し
、
次

の
内
容
を
協
議
し
た
。

■
令
和
元
年
度
　
所
管
事
務
の
状
況
把

　
握
・
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て

①
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

・
加
入
者
状
況
は
、
３
２
１
３
人
で
率

　
は
17
・
３
％
減
少
。
　
　

・
医
療
費
総
額
減
少
し
、
13
億
６
千
万

　
円
、
40
万
円
／
人
と
増
加
。

・
Ｈ
29
年
に
税
額
を
改
定
し
、
県
下
一

　
番
と
な
り
基
金
２
千
万
円
。

②
介
護
保
険
特
別
会
計

・
要
介
護
認
定
者
増
加
し
約
１
０
０
０

　
人
、
５
年
後
１
４
０
０
人
の
見
込
み
。

・
来
年
度
か
ら
第
８
期
計
画
。

・
今
後
は
働
き
世
代
、
あ
き
ら
め
世
代

　
へ
の
健
康
づ
く
り
を
推
進
し
、
健
康

　
寿
命
の
延
長
を
図
る
。

③
子
育
て
支
援

・
経
済
的
支
援
と
し
て
医
療
費
助
成
、

　
各
種
の
支
援
事
業
。

・
心
情
的
支
援
と
し
て
相
談
事
業
や
、

　
ケ
ー
ス
会
議
の
充
実
を
図
る
。

④
先
生
の
働
き
方
改
革

・
部
活
動
改
善
と
し
て
時
間
短
縮
、
休

　
養
日
、
外
部
指
導
者
。

・
学
校
業
務
改
善
と
し
て
出
退
勤
管
理

　
表
、
閉
校
、
留
守
番
電
話
設
置
等
で

　
対
応
。

⑤
学
校
教
育

・
い
じ
め
、
不
登
校
対
応
は
研
修
後
、

　
情
報
共
有
で
早
期
発
見
や
支
援
体
制

　
の
強
化
。

・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
対
応
は
、
研
修
、
講
演
、
生

　
徒
会
の
ル
ー
ル
設
定
等
々
。
保
護
者
、

　
家
庭
の
認
識
向
上
と
協
力
を
図
る
。

⑥
給
食
調
理
員

・
各
校
正
職
１
名
以
上
の
配
置
と
非
常

　
勤
で
対
応
し
て
い
る
が
、
人
材
不
足

　
の
状
況
。
今
後
は
統
合
や
外
部
委
託

　
も
視
野
に
。

⑦
そ
の
他

・
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の
休
校

・
学
童
保
育
で
対
応
、
今
後
の
再
開
時

　
期
や
補
償
の
対
応
を
検
討
中
。

■
請
願
に
つ
い
て

　
３
月
議
会
で
継
続
審
議
と
し
、
６
月

議
会
で
審
査
す
る
。

福
祉
・
教
育
・
子
育
て
の
現
状
確
認

教
育
民
生
常
任
委
員
会
　
　
委
員
長
　
上
田
　
　
誠

議
会
災
害
対
策
体
制
の
強
化
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一般廃棄物ごみ排出量削減と資源ゴミ分別リサイクル徹底について一般廃棄物ごみ排出量削減と資源ゴミ分別リサイクル徹底について
令和２年１月23日（木）　滋賀県　㈱水口テクノス・東洋カレット㈱
　　　　１月24日（金）　京都市　ごみ減量推進課
　水口テクノスは甲賀市の一般廃棄物収集運搬・中間処理業務を担い、資源ごみの
常設無料持込ECOステを開設し、住民と協働する生ごみ循環エコロジーシステム
を運営し、高熟成堆肥の還元や堆肥利用の農園経営等地域と共生を図っている。
　東洋カレットはガラスを破砕し、異物・不純物・着色ガラスを分別し、純度の高
い同質硝子屑をつくり、ガラス製造会社へ原料として納入する。H９年容器リサイクル法が施行され、H17
年のカレット利用率は91.5％に達した。福井坂井広域市町村圏からも搬入するが、分別レベルは金属類・陶
磁器・異色硝子の混入が多く評価はＣ評価、京都市の分別レベルが一番高い。
　京都市ごみ減量推進課は、ピーク時、Ｈ12年のゴミ量年82万トンをＨ26年46万トンへと44％削減し、
清掃工場を５工場から３工場へ縮減、年106億円のコスト削減。更に半減の39万トンを目標とし、Ｈ27年
より「廃棄物減量及び適正処理等に関する条例」の市民・事業者等の分別を「協力」から「義務」へと改正
した「しまつのこころ条例」をスタートする。また、食品ロス削減に向け、使い切り、食べきり、水切りの
「３キリ」運動や、発生抑制（リデュ－ス）、再使用（リユース）の２Ｒ、分別リサイクルの徹底を図る。
本町でも実施検討に値する取り組み。

令和２年１月10日（金）～11日（土）　青山291・東京ドーム

　第９代広島平和記念資料館館長で、原子爆弾被爆体験のある原田浩さんの平和に
ついての講話で、世界で唯一の被爆国である日本から平和の大切さを発信すること
の重要性を語る。被爆者が年々減少していく中で、平和の大切さや核兵器の恐怖に
ついて後世に伝えることの必要性を聞いた。

令和２年１月22日（水）　広島県広島市

令和２年１月23日（木）　島根県邑南町

「SHOJIN」ブランドの情報発信について「SHOJIN」ブランドの情報発信について

平和について平和について

日本一の子育て村構想について日本一の子育て村構想について

　青山291で販売されている町産品（ごまどうふ、コーヒー、日本酒
等）コーナ・ブース、店内の掲示物に「SHOJIN」ブランドの表示はな
かった。
　東京ドーム会場の「ふるさと祭り東京」では、町商工会ブース等で
「るるぶ特別編集　禅のまち　永平寺町」を配って「SHOJIN」ブラン
ドの情報発信が行われていた。

　町が『シングルマザー集まれ』として子育て支援施策の充実を行い、人口の社会動態がＨ25年以降３年連
続で30歳代女性と４歳以下の児童人口が増加している。
　子育て支援の目玉施策…中学校卒業まで医療費無料・保育料第２子以降完全無料・身近に安心な医療体
制・病児保育町内２箇所・学校図書室充実（図書館司書11名の配置）・県立矢上高校（町内高校）支援（町
職員２名・外部職員１名配置）・教育費用支援（奨学金制度）

令和２年１月23日（木）　島根県邑南町公共施設マネジメントについて公共施設マネジメントについて
　人口減少に歯止めをかける。定住人口の増加。特に移住者ケア構想
で213人を確保。地域住民の意識改革と自立。
公共施設マネジメントの３本柱
　１．住民が主役…まちづくり条例の制定
　２．環境づくり…自治会ごとに町職員の配置（39自治会）
　　　　　　　　　公民館の配置（職員３名体制）
　３．財政確保
　対策として①全体のボリュームを減らす。②サービスを落とさずにインフラの負担を引き下げる。③地域
住民は自治体にとって「お客様」ではない行政と一緒に地方自治を担っていく大切なパートナー。
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一般質問

中村勘太郎議員

問 自動走行は、今後どのように展開するのか

答 実用化を目指す

問　
実
用
化
に
向
け
、
法

的
な
整
備
に
つ
い
て
、
現

段
階
ど
の
様
な
課
題
が
あ

る
の
か
。

総
合
政
策
課
参
事　

昨
年

５
月
に
改
正
道
路
交
通
法

が
国
会
に
お
い
て
可
決
さ

れ
、
緊
急
時
以
外
は
自
動

走
行
シ
ス
テ
ム
が
公
道
に

お
い
て
可
能
に
な
る
な

ど
、
自
動
走
行
に
関
す
る

ル
ー
ル
づ
く
り
が
進
ん
で

い
る
。
車
内
無
人
で
の
走

行
に
つ
い
て
必
要
な
車
両

の
保
安
基
準
を
整
備
し
て

い
る
。
実
用
化
に
向
け
地

域
住
民
や
観
光
客
が
安

全
・
安
心
に
利
用
で
き
る

必
要
な
対
策
を
講
じ
る
。

問　
自
動
走
行
の
遠
隔
運

行
実
験
で
、
実
用
化
に
あ

た
っ
て
、
地
域
住
民
・
観

光
客
の
移
動
中
に
お
け
る

行
政
の
課
題
は
。

総
合
政
策
課
参
事　

利
用

者
を
増
や
す
取
り
組
み
や

運
行
に
か
か
る
コ
ス
ト
の

削
減
、
ま
た
、
乗
車
料
金

の
決
済
方
法
が
課
題
。
こ

れ
ら
に
向
け
、
遠
隔
ド
ラ

イ
バ
ー
に
よ
る
複
数
の
自

動
走
行
車
両
の
運
行
や
旅

行
業
者
と
の
連
携
し
た
観

光
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
の
実

施
等
を
国
や
ま
ち
づ
く
り

会
社
な
ど
と
連
携
し
実
用

化
を
目
指
す
。

問　
荒
谷
か
ら
遠
隔
運
転

に
て
参
拝
者
を
導
く
プ
ラ

３

13

中村勘太郎 … ９Ｐ

朝井征一郎 … 10Ｐ

酒井　秀和 … 10Ｐ

長岡千惠子 … 11Ｐ

齋藤　則男 … １2Ｐ

川崎　直文 … １2Ｐ

奥野　正司 … １3Ｐ

松川　正樹 … １4Ｐ

酒井　和美 … １4Ｐ

伊藤　博夫 … １5Ｐ

上田　　誠 … １6Ｐ

金元　直栄 … １6Ｐ

滝波登喜男 … １7Ｐ

ン
、
一
般
参
拝
者
の
駐
車

場
の
確
保
は
。

総
合
政
策
課
参
事　

マ
イ

カ
ー
で
本
山
を
訪
れ
観
光

客
に
利
用
し
て
も
ら
う
た

め
、
新
た
に
停
留
所
横
に

あ
る
民
間
駐
車
場
を
無
料

で
借
り
て
い
る
が
、
観
光

バ
ス
の
団
体
客
対
応
に
つ

い
て
は
、
町
営
第
３
駐
車

場
付
近
に
臨
時
に
停
留
所

の
整
備
を
進
め
る
。

総
合
政
策
課
参
事　

禅
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
て
３
段
階

景
観
構
想
を
提
案
さ
れ
、

関
係
課
と
連
携
し
検
討
す

る
。

自動走行車輌
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朝井征一郎議員

問

答

廃棄物処理・生ゴミ環境・減量再生処理

段ボールコンポストの普及

酒 井  秀 和 議員

問

答

職員の残業管理、進捗は

増減あるが減少傾向である

問　
ご
み
の
減
量
・
リ
サ

イ
ク
ル
の
取
り
組
み
は
、

行
政
・
住
民
・
企
業
が
一

体
と
な
っ
て
、
町
の
環
境

を
守
る
生
ゴ
ミ
環
境
エ
コ

シ
ス
テ
ム
が
な
さ
れ
て
い

る
。
生
ゴ
ミ
専
用
回
収
容

器
を
設
置
し
て
、
そ
の
中

に
家
庭
の
生
ゴ
ミ
を
入
れ

家
庭
の
生
ゴ
ミ
と
堆
肥
を

交
互
に
、
そ
の
後
生
ゴ
ミ

専
用
回
収
車
で
、
週
２
回

各
地
域
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で

専
用
回
収
容
器
ご
と
回
収

後
、
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ

ー
で
堆
肥
と
混
合
し
、
家

庭
の
生
ゴ
ミ
が
堆
肥
と
し

て
出
来
上
が
り
、
各
家
庭

へ
堆
肥
と
し
て
還
元
し
て

い
る
。

住
民
生
活
課
長　

生
ご
み

の
原
料
に
関
し
て
は
非
常

問　
令
和
元
年
度
第
３
回

定
例
会
で
残
業
時
間
縮
減

に
向
け
て
職
員
の
育
成
・

指
導
を
進
め
つ
つ
、
一
般

行
政
職
員
の
最
低
七
名
増

員
を
提
案
し
た
。

　

今
回
は
第
３
四
半
期
ま

で
の
残
業
時
間
と
残
業
手

当
の
進
捗
お
よ
び
来
年
度

計
画
を
確
認
し
、
令
和
３

年
度
の
職
員
数

の
適
正
化
（
職

員
数
２
４
７

名
）
に
向
け
て

適
切
に
取
り
組

め
て
い
る
か
。

ま
た
、
現
在
進

め
ら
れ
て
い
る

幼
稚
園
・
幼
児

園
の
再
編
計
画

に
お
い
て
は
議

会
視
察
を
し
た

中
で
子
供
の
環
境
改
善
が

確
認
で
き
た
た
め
、
民
営

化
運
営
を
最
低
２
園
以
上

で
提
案
し
財
政
面
の
補
填

策
も
示
し
た
。

総
務
課
長　

第
１
四
半
期

は
１
万
１
千
時
間
、
第
２

四
半
期
は
１
万
１
千
３
０

０
時
間
、
第
３
四
半
期
は

９
千
５
０
０
時
間
、
合
計

３
万
１
千
７
０
０
時
間
で

残
業
手
当
合
計
は
６
４
０

万
円
。
職
員
数
は
来
年
度

に
向
け
て
９
名
の
増
員
を

計
画
し
て
い
る
。
民
営
化

は
今
後
機
構
改
革
が
あ
れ

ば
適
正
化
に
努
め
る
。

に
有
効
な
取
り
組
み
だ
と

感
じ
て
い
る
。
た
だ
、

コ
ス
ト
面
に
お
い
て
相
当

数
の
費
用
が
か
か
る
。
当

町
の
取
り
組
み
と
し
て

は
、
生
ご
み
処
理
機
の
助

成
事
業
を
継
続
し
て
い
く

ほ
か
、
本
年
度
、
段
ボ
ー

ル
コ
ン
ポ
ス
ト
の
有
効
性

に
つ
い
て
実
証
実
験
を
行

い
、
あ
る
程
度
有
効
で
あ

る
と
い
う
確
信
が
持
て
た

の
で
、
令
和
２
年
度
に
お

い
て
段
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス

ト
を
周
知
し
て
、
希
望
す

る
方
に
関
し
て
、
お
試
し

キ
ッ
ト
を
提
供
し
て
い

く
。

問　
永
平
寺
町
も
急
激
な

人
口
減
少
時
代
に
直
面
し

て
い
る
中
、
町
の
少
子
化

に
伴
う
子
育
て
環
境
の
変

←

←

行政・住民・企業が協働する
ごみ減量とリサイクル

役場内の仕事風景
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問 将来に繋げる子育て支援とは

答 奨学金制度は先進地に学び研究

長岡千惠子議員

問　
他
の
市
町
で
は
、
大

学
進
学
時
の
奨
学
金
制
度

を
設
立
し
、
条
件
に
よ
っ

て
返
還
が
免
除
と
な
る
も

の
と
返
還
が
必
要
な
も
の

が
あ
り
、
事
業
展
開
を
す

る
こ
と
で
人
口
の
社
会
的

動
態
が
転
入
増
に
な
っ
て

い
る
と
い
う
自
治
体
を
視

察
し
た
。
本
町
で
も
検
討

し
て
は
ど
う
か
。

学
校
教
育
課
長　

平
成
２

８
年
度
か
ら
教
育
資
金
支

援
給
付
金
事
業
を
実
施
。

金
融
機
関
か
ら
教
育
資
金

の
融
資
を
受
け
た
場
合
に

５
万
円
を
上
限
と
し
て
借

入
額
の
１
％
を
給
付
し
て

い
る
。
町
独
自
の
奨
学
金

制
度
を
創
設
す
る
予
定
は

な
い
。

問　
学
校
教
育
課
関
係

だ
け
で
も
子
育
て
支
援
事

業
が
多
々
あ
る
が
、
高
校

か
ら
大
学
へ
行
く
一
番
お

金
の
か
か
る
時
期
の
支
援

が
手
薄
と
感
じ
る
。
若
い

人
に
、
永
平
寺
町
に
戻
っ

て
頑
張
ろ
う
と
い
う
意
識

を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
の

奨
学
金
と
考
え
て
い
た
だ

き
、
再
度
の
検
討
を
。

町
長　

運
用
や
条
件
、
メ

リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
な

ど
先
進
地
に
学
び
研
究
し

た
い
。

問　
保
護
者
に
対
す
る
支

援
は
必
要
だ
が
、
子
ど
も

に
対
す
る
支
援
は
、
例
え

ば
幼
児
園
で
担
任
を
も
た

化
に
対
応
し
た
支
援
、
人

生
百
年
時
代
を
迎
え
、
健

康
づ
く
り
の
推
進
、
地
方

創
生
、
人
口
減
少
と
高
齢

化
の
進
行
で
都
会
一
極
集

中
が
叫
ば
れ
て
い
る
が
、

限
界
集
落
の
問
題
に
関
連

し
て
地
域
間
の
格
差
が
拡

大
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。

子
育
て
支
援
課
長　

子
育

て
支
援
に
つ
い
て
は
、
環

境
変
化
に
応
じ
て
政
策
の

対
応
策
を
し
、
保
護
者
の

な
い
保
育
士
を
配
置
し
、

日
々
の
気
が
か
り
な
園
児

の
お
世
話
を
す
る
。
あ
る

い
は
老
朽
化
し
た
園
舎
の

建
て
替
え
は
、
園
児
の
生

活
環
境
が
良
く
な
る
。
こ

う
い
っ
た
こ
と
が
子
ど
も

た
ち
に
対
す
る
子
育
て
支

援
と
思
う
。
幼
児
園
の
園

舎
は
、
子
育
て
支
援
の
シ

ン
ボ
ル
で
、
子
育
て
支
援

の
手
厚
さ
の
表
れ
で
は
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

問　

友
好
交
流
都
市
張

家
港
市
の
周
知
を
。

答　

町
に
お
い
て
は
、

こ
の
日
中
友
好
協
会
の

皆
さ
ん
が
続
け
て
き
た

交
流
の
火
を
消
す
こ
と

な
く
次
に
つ
な
ぐ
後
押

し
を
し
た
い
。

町
長　

松
岡
小
学
校
エ
リ

ア
は
現
在
４
園
を
３
園
に

し
て
、
清
流
地
区
に
１
施

設
新
設
す
る
方
向
で
、
議

会
と
共
有
し
て
い
る
と
認

識
し
て
い
る
。

←

←

え
を
引
き
出
せ
な
か
っ

た
。

問　

ふ
く
い
嶺
北
連
携

中
枢
都
市
構
想
の
進
捗

は
。

答　

懇
談
会
を
踏
ま
え

て
今
後
説
明
す
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

問　

町
内
観
光
資
源
の

導
線
構
築
を
。

答　

随
時
更
新
し
て
い

る
。

意
見　

今
回
、
令
和
元

年
度
第
２
回
定
例
会
で

商
工
観
光
課
長
の
「
特

産
品
の
掲
載
は
ブ
ラ
ン

経
済
的
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ

て
対
応
し
て
い
る
。
利
用

料
の
一
部
を
助
成
す
る
な

ど
、
子
ど
も
た
ち
が
安
全

で
安
心
し
て
生
活
で
き
る

環
境
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
る
。

ド
協
議
会
等
と
話
し
合
い

を
進
め
更
新
す
る
」
「
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
含
め
修

正
し
て
い
く
」
「
観
光
物

産
協
会
と
よ
り
良
い
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
作
る
」
と
い

う
答
弁
に
対
し
て
進
捗
確

認
を
し
た
が
、
そ
の
意
図

が
伝
わ
ら
ず
適
切
な
答

※　

１
月
に
本
町
か
ら
張

家
港
市
へ
医
療
用
マ
ス
ク

５
０
０
０
枚
を
贈
呈
し
た

と
こ
ろ
、
３
月
に
１
０
０

０
０
枚
の
マ
ス
ク
が
寄
贈

さ
れ
た
。
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問 振興協議会の設立、
　　　　　　運営支援を急ぐ

答

川 崎  直 文 議員

小学校区にとらわれず設立

齋 藤  則 男 議員

問

答

地域の振興施策は

商工業の振興に向け取り組む

の
取
り
組
み
が
地
区
振
興

協
議
会
の
設
立
へ
つ
な
が

る
。

　

小
学
校
区
に
と
ら
わ
れ

ず
、
地
域
が
連
携
し
、
協

働
で
き
る
形
で
の
設
立
を

進
め
る
。
多
く
自
治
会
が

入
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

働
き
か
け
、
３
つ
の
地
区

振
興
協
議
会
の
設
立
に
取

り
組
む
。

問　
地
区
振
興
協
議
会
へ

の
運
営
支
援
は
。

生
涯
学
習
課
長　

地
区
振

興
協
議
会
へ
の
補
助
金
、

問　
地
域
に
役
立
つ
商
業

施
設
と
し
て
営
業
さ
れ
て

い
た
、
町
内
３
つ
の
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
が
、

相
次
い
で
閉
店
し
た
。
町

当
局
と
し
て
は
、
ど

の
よ
う
に
思
っ
て
い

る
の
か
。

商
工
観
光
課
長　

閉

店
の
理
由
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
事
情
に
よ
る

も
の
で
あ
り
、
や

め
ら
れ
た
店
舗
の
方

と
、
商
工
会
と
連
携

し
て
、
今
後
の
方
針

に
つ
い
て
話
を
し
て

い
き
た
い
。

問　
３
つ
の
大
き
な
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
閉

鎖
、
町
の
経
済
に
対
す
る

影
響
は
ど
う
な
の
か
。

町
長　

い
ろ
い
ろ
な
視
点

問　
「
第
３
次
行
財
政
改

革
大
綱  

実
施
計
画
」
に

よ
り
地
区
振
興
協
議
会
の

組
織
化
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。
す
で
に
設
立
さ
れ
て

い
る
地
区
は
。

生
涯
学
習
課
長　

「
実
施

計
画
」
で
地
区
振
興
協
議

会
の
単
位
は
７
小
学
校
区

を
想
定
。
組
織
化
さ
れ
て

い
る
の
は
吉
野
、
御
陵
、

志
比
北
、
上
志
比
の
４
地

区
。

問　
令
和
２
年
度
は
「
実

施
計
画
」
の
最
終
年
度
。

７
地
区
で
の
設
立
が
目

標
。
施
策
は
。

生
涯
学
習
課
長　

自
治
会

同
士
が
連
携
し
、
自
主

的
、
主
体
的
に
地
域
活
動

や
イ
ベ
ン
ト
に
取
り
組
む

事
例
が
増
え
て
い
る
。
こ

で
経
済
対
策
は
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

問　
今
、
一
番
に
困
っ
て

い
る
の
は
、
周
辺
地
域
の

町
民
や
高
齢
者
だ
。
町
の

施
策
と
し
て
、
町
民
の
た

め
何
か
で
き
る
こ
と
が
な

か
っ
た
の
か
。

商
工
観
光
課
長　

来
年

度
、
創
業
者
ス
タ
ー
ト
ア

ッ
プ
事
業
を
開
始
し
、
事

業
者
の
育
成
と
創
業
を
支

援
し
て
い
き
た
い
。

問　
地
域
振
興
は
、
地

域
に
元
か
ら
あ
る
も
の
に

付
加
価
値
を
つ
け
る
こ
と

に
よ
り
、
地
域
が
活
性
化

す
る
も
の
で
あ
り
、
新
た

に
創
ら
れ
た
も
の
か
ら
で

←

←

都市計画マスター
プランで７つの地
区別まちづくり構
想がある。実現化
に向けて地区振興
協議会のもと構想
の事業、取り組み
に着手しなければ
ならない。

閉店したショッピングセンターメイト
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問 狭隘な五松橋・相生橋の
　　　　　 架け替え拡幅を

答 県道拡幅は県要望、
　　　　  架け替えは知事要望

奥 野  正 司 議員

行
っ
た
。

　

実
現
に
向
け
住
民
・
議

会
と
力
を
合
わ
せ
た
い
。

町
長　

こ
の
件
は
知
事
要

望
も
行
っ
て
お
り
、
地
元

の
熱
い
思
い
も
伝
わ
る
。

期
成
同
盟
の
皆
さ
ん
と
一

緒
に
取
り
組
む
。

問　
通
行
車
両
の
増
加

と
ト
ラ
ッ
ク
大
型
化
が

進
み
、
狭
隘
な
五
松
橋
上

や
相
生
橋
付
近
で
、
大
型

車
同
士
の
対
面
す
れ
違
い

時
の
接
触
防
止
減
速
に
よ

る
渋
滞
、
民
家
へ
の
大
型

車
の
接
触
損
壊
事
故
が
毎

年
発
生
。
徒
歩
や
自
転
車

通
学
の
生
徒
横
断
も
あ
り

人
身
事
故
も
起
き
か
ね
な

い
状
況
。
こ
の
県
道
は
松

岡
中
心
市
街
地
や
北
イ
ン

タ
ー
と
御
陵
地
区
や
坂
井

市
を
結
ぶ
主
要
地

方
道
で
、
救
急
車

両
の
通
行
も
多
く

早
急
な
道
路
拡
幅

と
橋
の
架
け
替
え

を
。

建
設
課
長　

五
松

橋
、
相
生
橋
の
狭

隘
な
橋
梁
幅
員
の

拡
幅
要
望
は
、
県

へ
毎
年
実
施
。

　

今
年
度
は
五
松
橋
の
架

け
替
え
要
望
も
知
事
要
望

と
土
木
事
務
所
長
要
望
を

わ
が
ま
ち
夢
プ
ラ
ン
育
成

事
業
の
活
用
で
の
支
援

を
継
続
し
、
令
和
２
年
度

に
お
い
て
地
域
づ
く
り
応

援
事
業
補
助
金
を
創
設
す

る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

問　

地
域
お
こ
し
協
力

隊
は
Ｈ
30
年
度
全
国
実

施
自
治
体
１
，
０
６

１
、
隊
員
数
５
，
５
３

０
人
、
隊
員
定
住
率

62
・
６
％
。
本
町
の
良

さ
を
発
信
し
、
本
町
で

起
業
の
種
を
探
す
人

を
、
腰
を
据
え
て
取
組

む
若
者
を
育
て
る
舞
台

と
し
て
受
け
入
れ
て

は
。

答　

協
力
隊
員
募
集
は

目
的
・
仕
事
内
容
を
明

確
に
し
、
主
体
性
を
持

っ
て
事
業
を
進
め
ら
れ

る
人
材
を
選
考
す
る
。

必
要
と
す
る
分
野
あ
れ

ば
担
当
課
と
協
議
し
進

め
た
い
。

問　

ふ
る
さ
と
納
税
は

県
内
市
町
も
返
礼
品
を

充
実
さ
せ
寄
付
額
増

加
。
坂
井
市
Ｈ
28
年
度

５
２
９
万
円
→
Ｈ
31
年

度
見
込
９
億
円
。
福
井

市
Ｈ
28
年
度
４
６
０
０

万
円
→
Ｈ
31
年
度
12
月

で
約
３
億
円
。
本
町
Ｈ

28
年
度
１
，
１
６
６
万

円
、
今
年
度
状
況
と
課

題
は
。

答　

Ｒ
２
／
２
月
で
１

０
０
０
万
円
。
課
題
は

体
験
型
商
品
開
発
と
返

礼
品
数
増
加
。

←

←

五松橋南詰

は
、
地
域
の
振
興
は
計
れ

な
い
と
思
う
。

　

上
志
比
地
区
の
道
の
駅

と
温
泉
施
設
、
地
域
振
興

に
ど
の
よ
う
に
効
果
が
あ

っ
た
の
か
。

商
工
観
光
課
長　

金
融
機

【
そ
の
他
の
質
問
】

問　

ご
み
の
減
量
化
の

施
策
と
、
こ
れ
か
ら
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
。

答　

看
板
設
置
・
段
ボ

ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
の
普

及
に
取
り
組
む
。

関
、
商
工
会
と
の
連
携
を

深
め
取
り
組
ん
で
い
く
。

町
長　

上
志
比
地
区
の
核

と
な
っ
て
、
い
ろ
ん
な
広

が
り
を
見
せ
て
も
ら
え
る

施
設
と
な
る
よ
う
に
一
緒

に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

問　

特
定
健
診
受
診
率

の
向
上
を
。

答　

近
隣
市
町
と
も
相

談
、
研
究
し
、
令
和
３
年

度
に
向
け
て
協
会
け
ん
ぽ

と
二
人
三
脚
で
の
健
診
の

推
進
に
取
り
組
む
。

　

商
工
会
、
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
等
団
体
に
国

保
通
信
と
い
う
形
で
い
ろ

い
ろ
な
情
報
を
提
供
し
受

診
を
勧
奨
す
る
。
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松 川  正 樹 議員

問

答

ふるさと大使に続け

まず皆さんに脱プラの話を

酒 井  和 美 議員

問

答

空き家利活用の移住支援は

各課連携協議し総合的に行う

市
駅
前
を
結
ぶ
。
そ
の
周

辺
の
利
活
用
併
せ
て
考
え

る
。

問　
学
術
交
流
拠
点
背

後
に
は
福
井
県
産
業
支
援

セ
ン
タ
ー
も
Ｉ
Ｔ
企
業
も

あ
る
。
「
起
業
し
や
す
い

町
」
と
し
て
情
報
発
信
し

「
移
住
者
も
交
通
弱
者
」

の
視
点
持
っ
て
、
公
共
交

通
の
強
化
行
っ
て
は
。
或

い
は
地
域
課
題
を
解
決
す

る
民
間
交
通
事
業
に
対
し

補
助
を
行
っ
て
は
。

総
務
課
長　

Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
会

議
、
地
域
公
共
交
通
会
議

に
て
諮
る
。

問　
先
進
地
で
は
空
き
家

バ
ン
ク
や
創
業
支
援
情
報

が
充
実
し
た
移
住
支
援
サ

イ
ト
、
移
住
体
験
施
設
提

問　
「
生
ま
れ
育
っ
た
松

岡
は
、
機
の
音
が
響
く
繊

維
の
町
だ
っ
た
。
こ
の
半

世
紀
に
大
き
く
変
わ
っ
て

し
ま
っ
た
が
、
福
井
の
繊

維
産
業
は
、
現
在
も
世
界

最
新
の
技
術
を
誇
っ
て
お

り
…
」
こ
こ
か
ら
始
ま
る

ふ
る
さ
と
大
使
、
堅
達
さ

ん
の
エ
ッ
セ
イ
は
、
深
刻

化
す
る
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
ご
み
問
題
と
、
地
球
温

暖
化
の
加
速
を
訴
え
て
い

る
。

　

実
は
、
世
界
の
ア
パ
レ

ル
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
業
界
か

ら
排
出
さ
れ
る
年

間
の
二
酸
化
炭
素

の
量
は
、
12
億
ト

ン
と
石
油
業
界
に

次
い
で
多
い
。
し

か
も
、
マ
イ
ク
ロ

フ
ァ
イ
バ
ー
と
呼
ば
れ
る

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
海
に
垂

れ
流
し
生
態
系
を
破
壊

し
、
温
暖
化
の
犯
人
呼
ば

わ
り
さ
れ
そ
う
な
の
だ
。

だ
か
ら
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
業

界
よ
立
ち
上
が
れ
、
脱
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
に
挑
戦
せ
よ

と
、
御
本
人
上
梓
の
新
著

で
も
力
説
し
て
い
る
。
な

ぜ
世
界
は
脱
プ
ラ
に
積
極

的
な
の
か
、
日
本
は
こ
の

動
き
に
乗
り
遅
れ
て
い
な

い
か
に
も
言
及
し
て
い

る
。
福
井
よ
、
頑
張
れ
な

の
だ
。

町
長　

堅
達
さ
ん
の
い
ろ

い
ろ
な
お
考
え
は
、
私
た

ち
町
民
の
誇
り
。
ぜ
ひ
何

ら
か
の
形
で
、
町
民
に
環

境
問
題
や
脱
プ
ラ
の
話
を

し
て
頂
け
れ
ば
あ
り
が
た

い
。
一
人
一
人
が
意
識
を

持
つ
こ
と
が
始
ま
り
。

問　
今
年
は
空
家
等
対
策

計
画
が
策
定
さ
れ
、
い
よ

い
よ
空
き
家
利
活
用
に
よ

り
若
者
を
町
に
呼
び
込
む

年
。
計
画
の
基
礎
の
ひ
と

つ
で
あ
る
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
の
土
地
利
用

方
針
図
で
は
、
産
業
振
興

ゾ
ー
ン
が
福
井
市
と
の
隣

接
地
に
し
か
な
く
、
周
辺

主
要
道
路
が
以
前
よ
り
渋

滞
し
交
通
量
が
分
散
し
た

こ
と
で
、
町
内
部
の
空
洞

化
を
招
い
た
の
で
は
。

建
設
課
長　

芝
原
吉
野
堺

線
、
来
年
度
か
ら
事
業
着

手
。
交
通
渋
滞
緩
和
期

待
。

町
長　

ス
ト
ロ
ー
効
果
の

心
配
は
あ
る
。
観
光
魅
力

発
信
と
ア
ク
セ
ス
改
善
。

永
平
寺
イ
ン
タ
ー
と
東
古

町HPでも閲覧できる都市計画マスタープラン

←

←

松岡出身堅達京子さんの著書
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問 男女共同参画の推進について

答 目標に向かって進めていく

伊 藤  博 夫 議員

犯
、
見
守
り
活
動
は
、
各

地
区
で
の
防
犯
・
防
災
講

座
に
積
極
的
に
参
加
し
て

頂
き
、
女
性
の
防
災
士
を

さ
ら
に
拡
充
し
、
進
め
て

い
き
た
い
。

問　
国
に
お
い
て
、
２
０

２
０
年
ま
で
に
指
導
的
地

位
に
女
性
が
30
％
程
度
に

な
る
よ
う
目
標
を
掲
げ
進

問　
男
女
共
同
参
画
を
推

進
す
る
に
あ
た
り
、
こ
れ

ま
で
の
取
り
組
み
と
今
後

の
課
題
は
。

生
涯
学
習
課
長　

推
進
委

員
、
男
女
共
同
参
画
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
方
々
と
講
座

や
研
修
会
、
各
団
体
と
の

交
流
会
、
そ
し
て
街
頭
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
等
の
啓
発
を

実
施
、
今
後
は
計
画
改
定

時
に
町
民
意
識
調
査
を
行

い
、
家
庭
の
中
や
地
域
職

場
等
に
も
力
を
入
れ
て
い

き
た
い
。

問　
本
町
行
政
の
各
審
議

会
や
委
員
会
等
女
性
の
登

用
の
取
り
組
み
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

生
涯
学
習
課
長　

現
在
本

町
は
33
・
９
％
で
令
和
３

年
度
ま
で
に
40
％
を
目
指

す
。

問　
地
域
の
防
犯
や
防
火

に
お
け
る
女
性
の
参
画
に

つ
い
て
、
現
状
と
今
後
の

取
り
組
み
は
。

総
務
課
長　

地
域
の
防

供
、
移
住
支
援
相
談
員
に

よ
る
窓
口
、
空
き
家
ツ
ア

ー
の
開
催
な
ど
取
組
ん
で

い
る
が
。

総
合
政
策
課
参
事　

総
合

窓
口
は
総
合
政
策
課
で
行

う
。
１
階
に
案
内
看
板
を

設
置
す
る
。
移
住
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
も
充
実
さ
せ
る

考
え
。

商
工
観
光
課
長　

空
き

家
利
活
用
に
つ
い
て
七

尾
市
に
視
察
行
っ
た
。
移

住
し
て
創
業
す
る
ケ
ー
ス

多
い
。
宅
建
協
会
と
提
携

し
今
年
よ
り
創
業
支
援
行

う
。

建
設
課
長　

笑
来
で
移
住

体
験
検
討
し
た
い
。
見
学

ツ
ア
ー
は
３
年
度
以
降
実

施
し
た
い
。

め
て
い
る
が
本
町
の
取
り

組
み
は
。

生
涯
学
習
課
長　

今
ま
で

の
啓
発
事
業
は
一
般
向
け

の
研
修
会
な
ど
が
ほ
と
ん

ど
。
今
後
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
加
盟
団
体
や
町
商
工
会

の
会
議
な
ど
に
合
わ
せ
た

研
修
会
開
催
を
お
願
い
し

て
い
く
。
ま
た
、
各
種
審

議
会
な
ど
の
委
員
改
選
に

あ
た
っ
て
は
、
女
性
登
用

に
つ
い
て
関
係
各
課
に
周

知
し
進
め
る
。

問　
男
性
の
家
事
や
育

児
の
意
識
改
革
と
、
取
り

組
み
を
求
め
ら
れ
る
が
、

ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の

か
。

子
育
て
支
援
課
長　

女
性

の
社
会
進
出
が
進
む
中
、

幼
児
園
の
入
園
、
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
の
設
置
等
、

働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り

を
一
層
進
め
て
い
く
。

町
長　

男
女
共
同
参
画
の

取
り
組
み
は
一
つ
一
つ
の

事
業
に
当
て
は
め
、
女
性

の
目
線
で
三
役
と
確
認
し

進
め
て
い
く
。

←

←

男女共同参画計画冊子

【
そ
の
他
の
質
問
】

問　

気
候
危
機
は
待
っ

た
な
し
。

答　

み
ん
な
分
か
っ
て

き
て
い
る
。

問　

学
校
の
適
正
配
置

は
善
は
急
げ
だ
っ
た
の

で
は
。

答　

将
来
、
ど
ん
な
教

育
を
望
ん
で
い
る
か
を

把
握
す
る
こ
と
か
ら
始

め
る
。

問　

成
人
式
少
し
寂
し

か
っ
た
が
。

答　

実
行
委
員
会
は
よ

く
頑
張
っ
た
。

問　

松
中
の
砂
ぼ
こ
り

何
と
か
し
な
い
と

答　

突
風
で
１
ｍ
先
も

見
え
な
い
砂
嵐
の
時
が

あ
る
。
Ｒ
３
年
に
グ
ラ

ウ
ン
ド
改
修
の
予
定
。
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問 認められない幼児園の
　　　　　　統廃合と民営化

答 将来的に子どもに必要な環境を整備

金 元  直 栄 議員

問 幼保の統廃合
　　　　　小中の統廃合の道

答 10年間で計画　現況確認しながら

上  田   誠 議員

目
的
だ
。

◆
「
切
磋
琢
磨
」
論
の
出

　
ど
こ
ろ
と
狙
い

問　
一
定
規
模
の
人
数
が

い
な
い
と
、
子
ど
も
は
育

た
な
い
。
「
切
磋
琢
磨
」

が
必
要
と
の
切
り
口
は
、

全
国
の
学
校
統
廃
合
で

も
同
じ
言
い
回
し
だ
。
一

方
、
少
人
数
の
方
が
幼
児

の
発
達
や
学
び
を
肯
定
的

に
捉
え
て
い
る
研
究
結
果

も
あ
る
の
に
、
現
場
の
声

も
「
一
定
人
数
が
必
要
」

と
一
緒
に
な
っ
て
い
る
こ

と
の
方
が
怖
い
。

子
育
て
支
援
課
長　

答
申

で
は
、
人
と
の
関
わ
り
の

中
で
、
思
い
や
り
や
協
力

の
精
神
が
育
つ
と
表
現
さ

れ
て
い
て
、
競
争
を
促
す

意
味
で
は
な
い
。
平
等
に

保
育
の
立
場
か
ら
も
、
差

の
あ
る
人
数
で
は
な
く
、

一
定
人
数
が
子
ど
も
に
と

っ
て
も
望
ま
し
い
。

◆
相
次
ぐ
「
ス
ー
パ
ー
撤

問　
少
子
高
齢
化
、
合

併
、
人
口
集
中
と
減
少
、

社
会
構
造
の
変
革
が
地
方

経
済
や
組
織
の
疲
弊
と
更

な
る
人
口
減
に
進
む
。
国

の
指
針
３
才
以
上
20
人
程

度
で
、
検
討
委
員
会
で
も

同
じ
答
申
を
受
け
、
松
岡

地
区
６
→
４
→
３
園
に
。

永
平
寺
地
区
３
→
１
園
の

計
画
だ
が
。

町
長　

計
画
は
10
年
で
考

え
る
案
を
示
し
た
。
急
ぐ

松
岡
地
区
か
ら
様
子
を
見

て
進
め
る
。

問　
文
科
省
は
全
国
で
12

学
級
以
下
の
小
規
模
校
が

半
数
を
示
す
現
状
か
ら
、

統
廃
合
の
み
で
な
く
、
存

続
を
核
に
地
域
再
生
を
図

る
取
り
組
み
が
、
地
方
創

生
の
観
点
か
ら
も
重
要
と

し
て
い
る
。
学
校
は
地
域

社
会
の
存
続
、
小
規
模
校

教
育
の
豊
か
な
可
能
性
を

示
し
て
お
り
、
廃
校
は
地

域
の
衰
退
と
住
民
の
夢
や

展
望
を
摘
み
取
る
が
。

教
育
長　

諮
問
は
現
状
分

析
し
、
今
後
の
教
育
の
在

り
方
、
望
ま
し
い
環
境
整

備
に
資
す
る
目
的
で
、
統

廃
合
を
誘
導
す
る
も
の
で

な
い
。

町
長　

答
申
を
基
に
方
針

を
一
緒
に
創
る
取
り
組
み

と
考
え
て
い
る
。

問　
人
口
減
、
少
子
高
齢

か
ら
日
常
生
活
を
守
る
た

め
、
全
国
的
に
支
え
合
い

共
生
社
会
の
町
づ
く
り
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の

基
と
な
る
人
口
減
少
に
歯

止
め
を
か
け
、
子
ど
も
、

若
者
の
定
住
と
、
学
校
や

公
民
館
を
核
と
し
た
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
組
織
の
維
持
が

欠
か
せ
な
い
と
思
う
が
。

福
祉
保
健
課
長　

現
在
、

高
齢
者
の
生
活
を
守
る
視

点
か
ら
進
め
て
い
る
が
、

家
族
の
あ
り
方
、
地
域
の

問　
町
が
示
し
て
い
る
周

辺
地
域
で
の
園
の
統
廃
合

は
、
若
い
人
が
住
み
続
け

た
り
、
移
住
す
る
根
拠
を

崩
す
と
言
う
の
が
全
国
の

教
訓
だ
。

　

さ
ら
に
町
は
、
幼
児
園

の
民
営
化
も
口
に
し
て
い

る
が
、
園
の
統
廃
合
も
民

営
化
も
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
今
す
ぐ
と
は
望
ん
で
い

な
い
。
こ
れ
を
や
れ
ば
子

育
て
支
援
の
町
、
子
育
て

は
町
が
責
任
を
持
ち
ま
す

は
、
ほ
ぼ
な
く
な
る
。

子
育
て
支
援
課
長　

人
口

減
社
会
の
中
、
変
化
に
対

応
し
た
子
育
て
支
援
が
重

要
だ
。
町
は
答
申
に
基
づ

い
て
、
将
来
的
に
子
ど
も

に
と
っ
て
望
ま
し
い
環
境

を
整
備
す
る
の
が
再
編
の

←

←
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て
い
き
た
い
。

◆
空
き
家
利
活
用
は
人
口

　
増
の
秘
策

問　
本
町
は
交
通
の
便
や

福
井
市
の
隣
接
地
等
で
、

住
宅
の
需
要
が
高
い
。

空
き
家
等
を
利
活

用
す
る
こ
と
は
、

人
口
増
の
有
効
な

手
段
で
あ
る
。
そ

れ
に
は
、
早
い
対

応
と
窓
口
の
一
本

化
、
民
間
業
者
と

の
連
携
、
空
き
家

に
な
ら
な
い
予
防

策
等
が
大
事
で
あ

る
。
次
年
度
の
対

応
策
は
。

建
設
課
長　

空
き

家
無
料
相
談
会

問 一貫した教育方針が必要

答 幼小連携は深めている

滝波登喜男議員

民
に
オ
ー
プ
ン
に
す
る
こ

と
で
、
町
民
か
ら
色
々
な

知
恵
が
出
て
く
る
。

町
長　

住
民
へ
の
発
信

は
、
町
と
し
て
も
、
私

も
色
々
な
所
で
行
っ
て
い

る
。
今
後
も
し
っ
か
り
し

問　
教
育
は
人
づ
く
り
。

幼
児
園
や
学
校
の
あ
り
方

を
考
え
る
に
は
、
次
代
を

担
う
永
平
寺
の
子
ど
も
、

０
歳
児
か
ら
高
校
生
ま
で

の
教
育
方
針
や
、
計
画
が

ま
ず
必
要
で
あ
る
。
現
在

あ
る
か
。

教
育
長　

小
中
学
校
に
つ

い
て
は
学
校
教
育
方
針
が

あ
る
。
幼
児
園
は
担
当
が

違
う
が
、
数
年
前
か
ら
幼

小
連
携
が
重
要
な
の
で
深

め
て
い
る
。
た
だ
、
正
式

あ
り
方
か
ら
、
ひ
い
て
は

地
域
を
ど
う
守
る
か
に
繋

が
っ
て
く
る
と
考
え
る
。

問　
統
計
に
も
、
幼
保
や

学
校
が
な
く
な
る
と
、
人

口
減
と
衰
退
が
示
さ
れ
て

い
る
。
若
者
定
住
、
子
育

な
方
針
や
計
画
は
今
は
な

い
。

◆
住
民
に
夢
を
与
え
る
ま

　
ち
づ
く
り

問　
人
口
減
少
で
町
に
は

ス
ー
パ
ー
や
銀
行
・
農
協

な
ど
が
な
く
な
り
、
そ
の

上
、
幼
児
園
や
学
校
が
な

く
な
っ
た
ら
、
若
者
は
帰

っ
て
こ
な
い
。
政
治
は
、

地
域
住
民
に
夢
を
与
え
、

夢
を
一
緒
に
実
現
す
る
こ

と
だ
と
思
う
。
課
題
を
町

　
退
」
と
ま
ち
づ
く
り

問　
ス
ー
パ
ー
撤
退
が
相

次
い
で
い
る
が
、
住
民
は

住
み
に
く
く
な
る
ば
か
り

だ
。
町
の
許
認
可
や
、
温

泉
・
道
の
駅
・
ス
ー
パ
ー

の
出
店
を
認
め
る
な
ど
、

町
の
施
策
が
撤
退
の
原
因

を
作
っ
て
き
た
。
こ
れ
ま

で
の
取
り
組
み
を
し
っ
か

り
総
括
し
、
今
後
に
生
か

す
べ
き
だ
。

町
長　

原
因
は
、
担
い
手

不
足
や
テ
ナ
ン
ト
の
撤

退
、
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
の

出
店
が
あ
る
。
医
大
前
の

ス
ー
パ
ー
の
出
店
は
、
町

に
権
限
は
な
く
、
手
続
き

を
踏
ん
で
の
出
店
だ
。
一

度
、
多
角
的
な
総
括
は
必

要
だ
。

←

←

て
教
育
の
町
と
し
て
県
都

に
近
い
地
の
利
を
生
か
し

た
方
向
性
が
あ
る
は
ず
。

町
長　

統
廃
合
を
前
提
に

し
て
い
な
い
。
一
緒
に
創

る
取
り
組
み
と
考
え
て
い

る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

問　

町
立
診
療
所
を
医

療
の
核
と
し
て
進
め
る

に
は
。

問　

学
校
の
地
域
と
、

進
め
る
体
験
活
動
の
今

後
。

問　

志
比
南
の
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
の
移
転
の

今
後
。

に
、
宅
建
業
者
・
司
法
書

士
・
建
築
士
等
を
招
き
、

あ
ら
ゆ
る
相
談
に
対
応
す

る
。

町
長　

宅
建
協
会
と
協
定

を
結
び
、
売
れ
る
案
件
を

積
極
的
に
マ
ッ
チ
ン
グ
し

て
も
ら
う
。
企
業
に
は
空

き
家
利
用
の
支
援
制
度
を

創
り
、
金
融
機
関
や
商
工

会
で
Ｐ
Ｒ
す
る
。
予
防
策

は
、
終
活
セ
ミ
ナ
ー
で
空

き
家
を
意
識
す
る
こ
と
を

取
り
入
れ
る
。
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〜

時

10

11

12

21

22

23

〜

２
12 事務事業評価意見書提出

２
25 県町村議会議員
永年表彰（18年以上）

議会だより57号に誤りがありました。お詫びして訂正いたします。大変申し訳ございませんでした。お
詫
び
と
訂
正

20P　左段　【湯谷集落センター】議会回答
　誤…（ほぼ設置初期費用がでる額。電気代等の維持管理コストは区負担）の補助がある。
　正…（ほぼ設置初期費用がでる額。電気代等の維持管理コストは区負担）の補助制度を検討している。

24P　左段　◆目標は県大会出場 24P　右段　◆随時、見学・体験受付中
　誤…４年生が４人、３年生が４人 　誤…練習は週４回（水：松岡小・金：永平寺中・土日：上志比中）
　正…４年生が６人、２年生が４人 　正…練習は週４回（水：松岡小・金：永平寺中・土日：上志比小）

行政チャンネル週間番組表行政チャンネル週間番組表 放送期間
2020年５月８日（金）～５月20日（水）地デジ121ch地デジ121ch

５月８日（金）
2月25日  第1回定例会
(開会・町長招集あいさつ）

2時間38分

3月2日　一般質問①
　中村　勘太郎議員
　朝井　征一郎議員
1時間10分

3月2日　一般質問②
　酒井　秀和議員
　長岡　千惠子議員
1時間10分

3月2日　一般質問③
　齋藤　則男議員
　川崎　直文議員
1時間40分

3月2日　一般質問④
　奥野　正司議員
　松川　正樹議員
1時間49分

3月3日　一般質問①
　酒井　和美議員
　伊藤　博夫議員
1時間50分

５月９日（土） ５月10日（日）
3月3日　一般質問②
　上田　誠議員
　金元　直栄議員
2時間45分

3月3日　一般質問③
　滝波　登喜男議員

1時間20分

５月11日（月）
3月4日　本会議
　　３月補正予算審議

1時間48分

3月4日　本会議
　　３月補正予算審議､採決
　　当初予算第１審議
1時間15分

５月12日（火）
3月4日　本会議
　　３月補正予算審議、採決
　　当初予算第１審議
2時間0分

３月５日　本会議
　当初予算第１審議

2時間24分

５月13日（水）
３月５日　本会議
　当初予算第１審議

2時間19分

３月５日　本会議
　当初予算第１審議

1時間17分

５月14日（木）

10

11

12

21

22

23

５月15日（金）
３月６日　本会議
　当初予算第１審議

2時間8分

３月６日　本会議
　当初予算第１審議

1時間47分

３月６日　本会議
　当初予算第１審議

41分

３月９日　本会議
　当初予算第１審議

1時間54分

３月９日　本会議
　当初予算第１審議

1時間24分

３月１１日　本会議
　当初予算第２審議

1時間24分

５月１６日（土） ５月17日（日）
３月１１日　本会議
　当初予算第２審議

1時間16分

３月１１日　本会議
　当初予算第２審議

1時間24分

５月18日（月）
３月１１日　本会議
　当初予算第２審議

1時間10分

３月１２日　本会議
　当初予算第２審議

1時間8分

５月19日（火）
３月１３日　本会議
　当初予算第３審議､採決

1時間6分

５月20日（水）時

〜

時

10

11

12

21

22

23

時

〜

１
27 坂井市内幼児園視察

★テレビ番組の構成上、
番組表はあくまでも予定
時間であり、開始時間の
遅れが生じることがあり
ます。詳細につきまして
は、リモコンの番組表で
ご確認ください。(午前10
時～12時頃、午後10時
～12時頃）お手数をおか
けして、誠に申し訳ござい
ませんが、ご理解とご協
力をお願いいたします。

（予定） 生中継
○日程は、都合により変更
　になる場合があります
　ので、ご了承ください。
○会議は傍聴することが
　できます。
★事前申し込み不要
★バリアフリー、
　エレベーター完備

テレビ中継で

　　　 ご覧ください

６月１日 （月）10時～ ［本会議］
６月８日 （月）９時～・９日（火）１３時～・10日（水）・1１日（木）９時～
   ［一般質問・本会議（第1審議）］
６月15日 （月）９時～ ［本会議（第２審議）］
６月17日 （水）10時～ ［本会議（第３審議）・採決］
６月18日 （木） 【予備日】

６月定例会６月定例会
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

松
川
 
正
樹

上
田

誠

中
村
勘
太
郎

金
元

直
栄

滝
波
登
喜
男

齋
藤
　
則
男

奥
野

正
司

伊
藤
　
博
夫

長
岡
千
惠
子

川
崎
　
直
文

酒
井
　
和
美

酒
井
　
秀
和

朝
井
征
一
郎

江
守

　
勲

34 30 29.5 27 34 27 30.5 26 31 33.5 30 31 27 27

35 31 31 27 35 27 31 27 31 35 31 31 27 27

97% 97% 95% 100% 97% 100% 98% 96% 100% 96% 97% 100% 100% 100%

No. 日付

1 1/14 議会運営委員会 ○ ○ △ ― ○ ― 傍 ― ― △ ― ― ― 傍

2 1/14 議会広報特別委員会 ○ ― ― ― ○ ― ○ ― ○ ○ ○ ○ ― 傍

3 1/15 総務産業建設常任委員会 ○ ― ○ ― ― ― ― × ― ○ ○ ○ ― ○

4 1/15 教育民生常任委員会 ― ○ ― ○ ○ ○ ○ ― ○ ― ― ― ○ ―

5 1/20 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6 1/20 議会広報特別委員会 ○ ― ― ― ○ ― ○ ― ○ × ○ ○ ― 傍

7 1/27 幼児園・幼稚園視察 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

8 1/28 幼児園・幼稚園視察 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9 1/28 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

10 2/7 議会運営委員会 × × ○ ― ○ ― 傍 ― ― ○ ― ― ― 傍

11 2/10 総務産業建設常任委員会 ○ ― × ― ― ― ― ○ ― ○ ○ ○ ― ○

12 2/12 教育民生常任委員会 ― ○ ― ○ ○ ○ ○ ― ○ ― ― ― ○ ―

13 2/17 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

14 2/18 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

15 2/18 議会運営委員会 ○ ○ ○ ― ○ ― 傍 ― ― ○ ― ― ― 傍

16 2/19 全員協議会（勉強会） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

17 2/21 全員協議会（幼児園再編） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

18 2/25 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

19 2/25 本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

20 3/2 議会運営委員会 ○ ○ ○ ― ○ ― 傍 ― ― ○ ― ― ― 傍

21 3/2 本会議（一般質問１日目） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

22 3/2 議会運営委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

23 3/3 本会議（一般質問２日目） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

24 3/4 本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

25 3/5 本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

26 3/6 本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

27 3/9 本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

28 3/9 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

29 3/10 総務産業建設常任委員会 ○ ― ○ ― ― ― ― ○ ― ○ ○ ○ ― ○

30 3/10 教育民生常任委員会 ― ○ ― ○ ○ ○ ○ ― ○ ― ― ― ○ ―

31 3/11 本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

32 3/12 本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

33 3/12 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

34 3/12 議会広報特別委員会 ○ ― ― ― ○ ― ○ ― ○ ○ ○ ○ ― 傍

35 3/13 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

36 3/13 本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

37 3/27 全員協議会（幼児園） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

38 3/30 議会広報特別委員会 ○ ― ― ― × ― ○ ― ○ ○ ○ ○ ― 傍

会　議　名 ○ … 出席　× …欠席　― … 員外  △ … 遅・早　研 … 研修　傍 … 傍聴　弔 … 弔事 

議員名（議席番号順）

出　席　回　数

会　議　回　数

出　　席　　率

議会・各委員会の議員出欠状況議会・各委員会の議員出欠状況 令和２年１月14日～令和２年３月30日
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議
会
広
報
特
別
委
員
会
委
員

　委 

員 

長

　奥

　野

　正

　司

　副
委
員
長

　松

　川

　正

　樹

　委

　員

　
　滝
波
登
喜
男
・
長
岡
千
惠
子

　
　川
崎

　直
文
・
酒
井

　和
美

　
　酒
井

　秀
和

発
行
責
任
者

　議

　長

　
　江

　守

　
　
　勲

　
町
議
に
な
っ
て
、
卒
業
式
に
も
出

席
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
式
で
は
校

歌
を
い
つ
も
大
声
で
歌
い
上
げ
て
い

る
。
歌
っ
て
い
る
う
ち
に
、
先
に

逝
っ
た
同
級
生
の
こ
と
を
ど
う
し
て

も
思
い
出
し
て
し
ま
う
。
も
と
も
と

純
な
子
ど
も
達
の
気
持
ち
に
満
ち
た

空
間
だ
か
ら
、
涙
す
る
こ
と
が
多

い
。
大
人
に
な
っ
て
悲
し
み
さ
え
も

汚
れ
て
い
る
の
で
、
泣
い
て
少
し
で

も
心
を
綺
麗
に
し
た
い
の
だ
。

　
令
和
２
年
の
卒
業
式
は
、
い
つ
も

と
違
っ
た
。
ど
ん
な
ひ
と
と
き
だ
っ

た
の
だ
ろ
う
。
物
足
り
な
か
っ
た

ら
、
未
来
の
成
人
式
で
、
そ
の
分
を

取
り
戻
し
て
ほ
し
い
。
３
月
12
日
、

永
平
寺
町
内
３
つ
の
中
学
校
の
卒
業

式
が
終
わ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
松
川
　
記
）

◆放課後児童クラブと学校が協力体制
　今回の休校対策で各小学校を利用し児童ク
ラブを開設したことは、児童にとっては本来
の学びの場へ毎日通う環境ができたため、我
慢をしつつも伸び伸びと明るく元気に過ごせ

ているように
感じられまし
た。また、ひ
とつの教室に
10人程度で
児童を振り分
け密着空間に

ならないよう配慮され、児童クラブ指導員・
支援員が不足する場面では学校教員・支援員
がサポートするなど、学校と児童クラブが全
面的に協力しあい、行政がコロナウィルス対
策をしっかり行っていることを確認。当町が

子育てに手厚い町であることに改めて安心し
ました。
◆児童が伸び伸びと過ごせるように
　児童クラブ毎にいつもと違う環境の中でク
イズやゲームに「学び」を取り入れるなど、
児童が伸び伸びと過ごせる環境づくりを意識
し、一日一日を飽きさせないよう創意工夫さ
れていました。
今回の対策では児童にも関係者各位にも相当
な負担をお願いしましたが、全ての組織が関
わる全ての方のために万全の態勢で前向きに
取り組まれている様子に、子を持つ親として
も感謝の気持ちでいっぱいになりました。
　　　　　　　　　　　　　（酒井秀　記）

～町内児童クラブを視察して～～町内児童クラブを視察して～

新型コロナウイルスに新型コロナウイルスに

負けない永平寺っ子たち！負けない永平寺っ子たち！

※これらの写真は３月16日に撮影されたものです。
　現在、町内児童クラブでは、新型コロナウイルス
　感染防止に適切な対応をしています。


